
とやうこ
月

2026年
NO.248

11

第 18回洞爺湖町高齢者運動会
令和７年度洞爺湖町決算の概要　まちの家計簿
令和９年度洞爺湖町放課後児童クラブ・保育所利用児童の募集
洞爺湖町福祉灯油購入助成を行います

「白黒」つける！
　  　オセロゲーム
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人口と世帯の動き

今月の表紙

　洞爺湖町高齢者運動会で
行われた「オセロゲーム」
です。
　大きなオセロをひっくり
返し、制限時間内に自軍の
色をどれだけ増やせるかを
チーム対抗戦で競い合い、
逆転につぐ逆転の白熱した
戦いとなっていました。

－関連記事ｐ 3－

目次

おめでとうおめでとう100100 歳歳

  日當ミツヱさん(清水)が9月12日に100歳の
誕生日を迎えたことを記念し、下道町長が9月
25日にケアハウスふる里の丘を訪問してお祝
い金と花束を贈呈、長寿を祝福しました。

日當 ミツヱさん

３	 pickup news
	 第18回洞爺湖町高齢者運動会

４	 令和 7年度洞爺湖町決算の概要　まちの家計簿

８	 令和９年度洞爺湖町放課後児童クラブ利用児童
	 の募集・保育所新規利用児童の募集

９	 洞爺湖町福祉灯油購入助成を行います

10	 洞爺湖町小中一貫教育導入準備委員会つうしん

11	 まちのわだい

13	 お知らせ
	 社会を明るくする標語
      防災とうやこ
	 わたしのうた
	 心からおくやみ申し上げます

17	 さわやかだより
　　11 月は「児童虐待防止推進月間」です

18	 あぶた福祉会

19	 読書の家から /地域おこし協力隊通信　vol.102

20	 世界へ発信！２つのユネスコ遺産

21	 イベントカレンダー

22	 spotlight
	 道の駅あぷた　成田晴美さん
	 東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！

（先月比）
男������������ 3,512 人（－５）
女������������ 4,128 人（＋５）
計������������ 7,640 人（±０）
世帯���������� 4,711 世帯（＋１）

＜9月30日現在＞

山下 詩ちゃん                  
うた

和哉さん・萌子さん
8 月３日生　入１区

秦野 橙和ちゃん                  
と　わ

克祥さん・ほのかさん
８月８日生　入 4 区

えーるコインの利用はえーるコインの利用は
12月3112月31日まで！日まで！

　「えーるコイン」の利用期限は 12月 31 日ま
でです。残高が残っている場合は早めにご利用く
ださい。
▼対象コイン
えーるコイン（令和８年４月１日、９月１日配布分）
※「とうやコインカード」を持っている人は紛失
または捨てないようにご注意ください。
詳細はQRコードから確認してください。
■問合せ　産業環境課（☎74-3005）

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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〇×クイズ

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 82回目は農業振興課職員です。
　■問合せ　健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

手 話
ワンポイントワンポイント 「運動」

グーにした両手を平行にして向い合わせたら、同時に前後させます

第第1818回回洞爺湖町洞爺湖町
　　　高齢者運動会　　　高齢者運動会

元気はつらつ！元気はつらつ！

体力測定

バケツリレー

玉入れ

pickup news

洞爺音頭

オセロゲーム

第18 回洞爺湖町高齢者運動会（洞爺湖町高齢者運動会実行委員会
など主催）が 10月 19 日にあぶた体育館で行われ、参加者と応

援者を合わせて 84人が参加しました。開会式では、山田晃実行委員
長が「皆さん、けがをせずに最後までがんばりましょう」とあいさつ
しました。
　赤・青・黄・緑の４チームに分かれて〇×クイズや玉入れ、オセロ
ゲームなど６種目で競い合いました。成績発表では、青チームと緑チー
ムが同点となり、代表者同士のジャンケンの結果、青チームが優勝し
ました。参加者は笑顔を見せながら競技に取り組み、交流を深め、最
後は万歳三唱でお互いの健闘をたたえ合いました。
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まちの家計簿 ■問合せ
企画財政課財政係
（☎74ー 3004）

R7収支の解説
各会計の決算データ

etc…

POINT !

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決
算

が
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
近
年
と
同
様
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
て
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
前
年
よ
り
決
算
額

が
増
加
し
た
理
由
は
、
学
校
移
転
と

空
調
改
修
工
事
、
保
育
所
統
合
複
合

化
建
設
工
事
の
増
加
な
ど
で
す
。

　

財
産
収
入
は
土
地
売
払
収
入
な
ど

も
あ
り
増
額
し
ま
し
た
が
、
公
債
費

（
借
金
の
返
済
）
が
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
い
る
な
ど
、
町
の
財
政
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

収
支
の
状
況

　

令
和
７
年
度
の
１
年
間
の
歳

入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）
か
ら
歳

出
（
使
っ
た
お
金
）
を
引
い
た
額

は
２
億
２
０
６
２
万
円
と
な
り
、

令
和
７
年
度
の
繰
越
事
業
に
必
要

な
額
１
４
５
万
円
を
差
し
引
き
、

２
億
１
９
１
７
万
円
（
実
質
収
支
）

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

町
税　

12
億
７
４
５
０
万
円

　

主
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、

町
民
税
が
９
・
１
％
増
、
固
定
資
産

税
が
０
・
３
％
減
、
た
ば
こ
税
が
３
・

８
％
減
、
入
湯
税
が
１
・
８
％
減
な

ど
、
個
人
所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
り

町
税
全
体
で
は
２
・
２
％
増
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
全
体
に
占
め

る
地
方
交
付
税
の
割
合
は
41
％
で
、

町
税
収
入
の
14
・
３
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
町
に
と
っ
て
は
欠
か

せ
な
い
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
を
は
じ
め
町
が
独
自
に
確
保

で
き
る
町
の
自
主
財
源
は
、
町
全
体

の
収
入
の
28
・
１
％
で
あ
り
、
残
り

の
財
源
を
国
や
道
か
ら
の
支
出
金
な

ど
が
占
め
、
依
存
財
源
の
割
合
が

71
・
９
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
残
高　

87
億
５
９
６
万
円

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

学
校
移
転
と
空
調
改
修
工
事
、
保
育

所
統
合
複
合
化
建
設
工
事
な
ど
の
費

用
の
た
め
、
10
億
８
９
０
０
万
円
の

町
債
の
借
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
債
の
償
還
額
（
元
金
の
み
）
は

９
億
２
０
５
９
万
円
で
、
町
債
残
高

は
令
和
６
年
度
末
の
85
億
３
７
５
４

万
円
か
ら
１
億
６
８
４
２
万
円
増
加

し
、
令
和
７
年
度
末
で
87
億
５
９
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
の
償
還
額
は
多
額
で
推
移
す

る
た
め
、
新
た
な
起
債
事
業
（
借
金

し
て
行
う
事
業
）
は
、
借
入
額
と
償

還
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
債
の
残
高
を
町
民

１
人
当
た
り
の
借
金
と
す
る
と
約

１
１
３
万
円
（
前
年
度
約
１
０
９
万

円
）
と
な
り
、
将
来
世
代
の
負
担
軽

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

➡当町の実質公債費比率は 9.4％で、依然として全道の市町
村の平均値 7.2％（令和６年度公表値）を上回っています。
数値が高い要因として、有珠山噴火災害における公営住宅
の建替えに要した借入れや合併により特例的に認められた
借入れが大きく影響しており、今後は新たな借入れを抑え、
借金を返済して比率を減少していく必要があります。

9.4％
前年度比 1.0㌽減

実質
公債比率

▲自治体の収入に対する借金返
済額の割合を示す比率

町
の
財
政
指
標

➡経常収支比率は２万４千円÷３万円× 100＝ 80％
比率が低いほど自由に使えるお金が増えることになります。
町の経常収支比率は、全道の町村平均値 92.8％を下回りま
したが、さらに経常経費の節減に努める必要があります。

▲毎年度必要な経費に対し、町
税など毎年度必ず入る収入がど
れぐらい含まれるか示す比率

87.4％
前年度比 0.1㌽減

経常
収支比率 ▼サラリーマンのおこづかいに例えたら？

毎月３万円のおこづかいのうち
２万４千円を昼食に使うと…

令和７年度収支のデータ

令和７年度洞爺湖町決算の概要
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給与費

公債費

教育費

消防費

土木費
商工費

農林
水産業費

衛生費

民生費

総務費
議会費

歳 出
87億716万円
（前年度比 7.4％増）

その他地方
譲与税

地方消費税
交付金

道支出金国庫支出金

町債

地方交付税

財産収入など

分担金・負担金
使用料・手数料

繰越金

諸収入

繰入金
町税

自主財
源
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　
源

財
存

依

歳 入
89億2,778万円
（前年度比7.0％増）

費　目 歳出額 構成比

議会費 6,511 0.8%

総務費 123,092 14.1%

民生費 215,623 24.8%

衛生費 46,341 5.3%

労働費 333 0.1%

農林水産業費 23,737 2.7%

商工費 27,330 3.1%

土木費 97,386 11.2%

消防費 54,134 6.2%

教育費 63,717 7.3%

公債費 97,420 11.2%

給与費 115,092 13.2%

合計 870,716 100%

費　目 歳入額 構成比

町税 127,450 14.3%

繰入金 14,088 1.6%

諸収入 8,112 0.9%

繰越金 23,893 2.7%

使用料・手数料 21,372 2.4%

分担金・負担金 8,286 0.9%

財産収入など 47,635 5.3%

地方交付税 365,825 41.0%

町債 108,900 12.2%

国庫支出金 91,600 10.3%

道支出金 34,068 3.8%
地方消費税
交付金 25,453 2.8%

地方譲与税 7,355 0.8%

その他 8,741 1.0%

合計 892,778 100%

令和７年度収支のデータ

※金額の単位は万円
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支
調
整
額
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
は
、
収
入
が
6
億

5
9
2
9
万
円
（
消
費
税
込
金
額

6
億
7
8
8
7
万
円
）、
支
出
が

6
億
5
8
4
0
万
円（
消
費
税
込

金
額
6
億
7
2
6
5
万
円
）で
当

期
純
利
益
が
89
万
円
で
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
収
入
が
1
億

5
7
4
5
万
円
、
支
出
が
3
億

1
5
8
6
万
円
と
な
り
、
不
足
額

1
億
5
8
4
1
万
円
は
公
営
企

業
会
計
適
用
債
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
、
当
該
年
度
消
費

税
と
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

町
有
財
産
の
状
況

　

基
金
の
う
ち
歳
入
不
足
の
補
て

ん
に
使
用
で
き
る
基
金
の
残
高

は
、
総
額
で
18
億
６
９
８
２
万

円
（
前
年
度
17
億
２
９
２
３
万

円
）。
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基

金
の
積
立
な
ど
で
、
前
年
度
比

１
億
４
０
５
９
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
内
訳
は
、
財
政
調
整
基
金

13
億
４
０
６
４
万
円
、
減
債
基
金

２
億
６
５
１
万
円
、
備
荒
資
金
組

合
積
立
金
の
う
ち
超
過
納
付
分

３
億
２
２
６
７
万
円
で
す
。

特
別
会
計
の
状
況

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 　

令
和
７
年
度
の
１
年
間
の
歳

入
11
億
7
7
7
3
万
円
か
ら
歳

出
11
億
7
2
4
3
万
円
を
差
し

引
い
た
額
は
、
5
３
０
万
円
（
実

質
収
支
）
と
な
り
、
令
和
８
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

令
和
７
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

り
越
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
の
状
況

■
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
は
、
収
入
が
2
億

7
3
9
6
万
円（
消
費
税
込
金
額
2

億
9
7
3
5
万
円
）、支
出
が
2
億

7
1
1
0
万
円
（
消
費
税
込
金
額

2
億
8
0
1
6
万
円
）
で
、
当
期

純
利
益
が
2
8
6
万
円
で
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
収
入
が
1
億

6
8
2
7
万
円
、
支
出
が
2
億

6
2
5
4
万
円
と
な
り
、
不
足
額

9
4
2
7
万
円
は
当
該
年
度
消

費
税
と
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

と
な
る
13
億
85
万
円
か
ら
歳
出
の

12
億
5
6
3
1
万
円
を
差
し
引

い
た
金
額
は
、
4
4
5
４
万
円
（
実

質
収
支
）
と
な
り
、
令
和
８
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

令
和
７
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

2
億
1
3
5
1
万
円
か
ら
歳
出

2
億
7
2
7
万
円
を
差
し
引
い

た
額
は
、
６
２
４
万
円
（
実
質
収

支
）
と
な
り
、
令
和
８
年
度
に
繰

1

3

3

2

2
区　　　分 予算現額 決算額 執行率

水道事業

収益的
収支

収入 29,421 29,735 101.1%

支出 29,421 28,016 95.2%

資本的
収支

収入 18,150 16,827 92.7%

支出 27,560 26,254 95.3%

簡易水道
事業

収益的
収支

収入 8,963 8,515 95.0%

支出 8,963 8,049 89.8%

資本的
収支

収入 8,040 6,550 81.5%

支出 10,537 8,783 83.4%

公共下水道
事業

収益的
収支

収入 68,717 67,887 98.8%

支出 68,717 67,265 97.9%

資本的
収支

収入 29,092 15,745 54.1%

支出 44,943 31,586 70.3%

　　　公営企業会計の収支

区　分 予算現額
歳　入 歳　出

決算額 収入率 決算額 執行率
国民健康
保険 117,908 117,773 99.9% 117,243 99.4%

介護保険 129,641 130,085 100.3% 125,631 96.9%

後期高齢者
医療 21,632 21,351 98.7% 20,727 95.8%

　　　特別会計の収支

土　　地 11,991,131㎡

土
地
の
内
訳

公の施設 2,303,721㎡

宅　　地 84,709㎡

山　　林 2,922,271㎡

保 安 林 5,485,741㎡

原　　野 910,341㎡

雑 種 地 195,121㎡
その他（農地
などの地目） 89,227㎡

建　　物 133,781㎡

有価証券 8,954万円

出 資 金 2,713万円

基　　金 44億1,869万円

　　　町有財産

各
会
計
の
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算
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と
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1 　　　（万円）

　　　（万円）



区　分 令和７年度比率 令和６年度比率 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実質公債費比率  9.4  10.4 25.0 35.0

将来負担比率  －  19.6 350.0 －

健全化判断比率

会　計　名 令和７年度比率 令和６年度比率 経営健全化
基準

水道事業会計 － － 20.0

公共下水道事業会計 － － 20.0

簡易水道事業会計 － － 20.0

資金不足比率

地方債年度末現在高

区　分 令和７年度末残高 構成比

一般公共事業債 8,774 1.0%

公営住宅建設事業債 54,158 6.2%

災害復旧事業債 1,125 0.1%

全国防災事業債 0 0.0%
教育・福祉施設等
整備事業債 2,630 0.3%

一般単独事業債 369,811 42.5%

過疎対策事業債 263,755 30.3%

減税補てん債 50 0.1%

臨時財政対策債 169,424 19.4%

減収補てん債特例分 869 0.1%

合　計 870,596 100.0%

一般会計

区　　　　　分 令和７年度末残高 構成比

下水道事業債（特環） 1,388 0.8%

下水道事業債（公共） 95,485 57.1%

資本費平準化債（公共） 67,856 40.5%

公営企業適用債 (公共 ) 2,653 1.6%

合　　　　　計 167,382 100.0%

公共下水道事業会計

区　　　　　分 令和７年度末残高 構成比

簡易水道整備事業債 36,992 97.0%

公営企業適用債 1,127 3.0%

合　　　　　計 38,119 100.0%

簡易水道事業会計

区　　　　　分 令和７年度末残高 構成比

水道事業債 115,774 100.0%

合　　　　　計 115,774 100.0%

水道事業会計

　地方公共団体の財政の健全化に
関する法律第 3 条第 1 項と第 22 条
第 1 項に基づき、令和７年度決算
により算定した健全化判断比率と
資金不足比率は次のとおりです。
　算定の結果、実質公債費比率は
1.0 ポイントの減、将来負担比率は
19. ６ポイントの減となりました。
　引き続き財政健全化のため、町
民の皆さんの協力を得ながら進め
ていきます。
※右表内の各比率の「－」は、赤
字または資金不足がないことを表
しています。

令和７年度決算健全化判断比率と資金不足比率の公表
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※各表の金額の単位は万円。
端数処理のため、一部の合計額に差異が生じる場合があります。
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令和９年度洞爺湖町放課後児童クラブ利用児童の募集
　放課後児童クラブは、日中、保護者が就労など
で家を留守にしている家庭を対象に、小学１～６
年の児童を預かり、保育する事業です。利用の可
否は来年１月下旬ごろ、文書で通知します。
１提出書類
　入所申請書、就労証明書、誓約書
２放課後児童クラブ名・所在地
・児童会「風っ子」（虻田小学校内）
・児童会「洞爺湖クラブ」（洞爺湖温泉小学校内）
・とうや児童クラブ（洞爺生きがい交流センター内）
３利用時間
①平日………………………… 下校後～18 時 30分
②土曜・長期休みなど……８時30分～18 時 30分
※延長保育申請の場合は７時 30分から利用可能
４休所日
日曜・祝日・年末年始（12 月 29 日～１月 3日）

５利用料金
・通年利用月額……………………………… 5,000 円
・長期利用（長期休みなど）… ………… 日額 200円
・延長保育を利用………………………… 月額 500円
※減免制度があります（生活保護世帯は全額免除、
住民税非課税世帯などは 2分の 1減額）
▼注意事項
・希望者数などにより入所できない場合があります
・申込内容によって電話などで児童やその他状況
などの確認が必要な場合があります
・長期休みのみ利用の場合も必ずこの期間に申請
してください
・受付期間を過ぎた場合でもご連絡ください。申
込状況で空きがある場合、受け入れしています

■問合せ　健康福祉課子育て支援係（☎82－7100）

令和９年度洞爺湖町保育所新規利用児童の募集
　令和９年４月１日からの保育所の利用者を募集
します。保育所では、保育認定を受けた世帯から
保育所での集団生活が可能な子どもをお預かりし
ます。申請の詳細は町ホームページをご確認くだ
さい。入所の可否は１月下旬ごろ、文書で通知し

ます。

１保育所
　いずれも対象年齢は生後６カ月以上、開所時間
は７時 30 分～ 18 時 30 分です。

・あぶた保育所 ( 定員 80 人 )
・洞爺保育所（定員 35 人）
２保育認定の要件
　保護者が次の要件のいずれかに当てはまり、保
育が困難な場合。

①１カ月で 48 時間以上就労している

②妊娠中か出産後間もない（おおむね８週）

③病気、負傷または心身に障がいがある

④同居親族を常時介護または看護をしている

⑤震災、風水害などの災害の復旧に当たっている

⑥求職活動をしている（入所期間は３カ月間に限る）

⑦就学および職業訓練を受けている

⑧児童虐待の恐れ、または配偶者からの暴力によ

り保育が困難な場合

⑨育児休業にかかる子ども以外の子どもが、保育

所を継続利用することが必要な場合

▼注意事項
・定員などによって利用できない場合があります

・継続入所の希望者に対しては別途、現在通って

いる保育所を通じてお知らせをします

・年度途中の入所は、受付期間を別に設けていま

すので該当期間内に申請してください

期　間 時　間 場　所

紙の申請書の配布 11月17日（火）～
12月22日（火） ①８時45分～17時30分（土日・祝日除く）

②放課後児童クラブの開所時間中

①健康福祉課、洞爺湖温泉支所、洞爺総合
支所②各放課後児童クラブ

紙の申請書提出 12月１日（火）～
12月22日（火）

①健康福祉センターさわやか、洞爺湖温泉
支所・洞爺総合支所②各放課後児童クラブ

電子申請 期間内は随時受付 町ホームページから申請可

期　間 時　間 場　所

紙の申請書配布
11月16日（月）

～
12月11日（金）

８時45分
～

17時30分
（土日・祝日除く）

健康福祉課、洞爺湖温泉支所、
洞爺総合支所、各保育所

紙の申請書提出 健康福祉センターさわやか

電子申請 期間内は随時受付 町ホームページから申請可

■問合せ
健康福祉課子育て支援係
（☎82－7100）
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洞爺湖町福祉灯油洞爺湖町福祉灯油
　　　　購入助成を行います　　　　購入助成を行います

■■問合せ問合せ　　健康福祉課介護保険係健康福祉課介護保険係（（☎☎ 7474-3-3001001））

　老人世帯、重度心身障害者世帯、ひとり親世帯などの生活の安定と福祉の増進を図るために、一定の要件を満老人世帯、重度心身障害者世帯、ひとり親世帯などの生活の安定と福祉の増進を図るために、一定の要件を満
たす世帯に対し、生活の一助として冬期の暖房に必要な灯油などの購入助成を行います。たす世帯に対し、生活の一助として冬期の暖房に必要な灯油などの購入助成を行います。

＜対象者＞＜対象者＞
　令和８年 11月 1日現在、洞爺湖町に住民登録があり、次の①～③のいずれかに該当する世帯で、住民税非課　令和８年 11月 1日現在、洞爺湖町に住民登録があり、次の①～③のいずれかに該当する世帯で、住民税非課
税世帯または令和８年中の収入が下表の限度額以下に該当する世帯。税世帯または令和８年中の収入が下表の限度額以下に該当する世帯。
　①満 65歳以上の人が世帯主または世帯構成員であり、申請時において居住している世帯　①満 65歳以上の人が世帯主または世帯構成員であり、申請時において居住している世帯
　②下記の手帳の交付を受けている人が世帯主または同居する世帯　②下記の手帳の交付を受けている人が世帯主または同居する世帯
　　・１級、２級の身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人　　・１級、２級の身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
　　・Aランクの療育手帳の交付を受けている人　　・Aランクの療育手帳の交付を受けている人
　③ひとり親世帯で、満 18歳未満の児童を扶養している世帯　③ひとり親世帯で、満 18歳未満の児童を扶養している世帯
＜申請期間＞＜申請期間＞
　11月 10日（火）～令和 9年 1月 29日（金）　11月 10日（火）～令和 9年 1月 29日（金）
＜申請場所＞＜申請場所＞
　健康福祉課介護保険係、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支所　健康福祉課介護保険係、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支所
　地域振興課（役場窓口での申請が困難な場合は、健康　　地域振興課（役場窓口での申請が困難な場合は、健康　
　福祉課介護保険係までご連絡ください）　福祉課介護保険係までご連絡ください）
＜申請に必要なもの＞＜申請に必要なもの＞
　　・身体障害者手帳、療育手帳または・身体障害者手帳、療育手帳または
      精神障害者保健福祉手帳      精神障害者保健福祉手帳
　・令和 8年中の世帯全員分の収入状況がわかるもの　・令和 8年中の世帯全員分の収入状況がわかるもの
　　（源泉徴収票、年金などが振り込まれている通帳、　　（源泉徴収票、年金などが振り込まれている通帳、
　　給与支払明細書など）　　給与支払明細書など）
　・事業所得がある人は令和 7年分の確定申告書の写し　・事業所得がある人は令和 7年分の確定申告書の写し

＜収入の限度額＞＜収入の限度額＞
世帯の人数世帯の人数 限　　度　　額限　　度　　額

１人世帯１人世帯 世帯の１カ月の平均収入額が、10万 7千円世帯の１カ月の平均収入額が、10万 7千円未満未満

２人世帯２人世帯 世帯の１カ月の平均収入額が、14 万 2千円未満世帯の１カ月の平均収入額が、14 万 2千円未満

３人世帯３人世帯 世帯の１カ月の平均収入額が、17 万 7 千円未満世帯の１カ月の平均収入額が、17 万 7 千円未満

４人世帯４人世帯 世帯の１カ月の世帯の１カ月の平均収入額が、21 万 3千円未満平均収入額が、21 万 3千円未満

５人世帯５人世帯 世帯の１カ月の平均収入額が、24世帯の１カ月の平均収入額が、24万 8千円未満万 8千円未満

６人世帯６人世帯 世帯の１カ月の平均収入額が、28万 3千円未満世帯の１カ月の平均収入額が、28万 3千円未満

６人を超える世帯６人を超える世帯
１人増加するごとに 28万３千円に３万５千円を加えた額未満１人増加するごとに 28万３千円に３万５千円を加えた額未満
例例：：８人世帯の限度額　28万３千円＋８人世帯の限度額　28万３千円＋（（２×３万５千円２×３万５千円））＝ 35 万３千円未満＝ 35 万３千円未満

※１	 １カ月の平均収入額とは、令和８年中の世帯全員の収入額の合計を月割したものです※１	 １カ月の平均収入額とは、令和８年中の世帯全員の収入額の合計を月割したものです
※２	 限度額は世帯の構成人数で異なり、収入には非課税年金（遺族年金、障害者年金など）や家族などから※２	 限度額は世帯の構成人数で異なり、収入には非課税年金（遺族年金、障害者年金など）や家族などから
	 の仕送り、児童扶養手当・特別児童扶養手当なども含まれます	 の仕送り、児童扶養手当・特別児童扶養手当なども含まれます
※３	※３	 申請時において、「生活保護世帯」、「施設や病院に入所・入院している単身世帯」、「冬期間町外に滞在申請時において、「生活保護世帯」、「施設や病院に入所・入院している単身世帯」、「冬期間町外に滞在
	 している世帯」は支給対象外です	 している世帯」は支給対象外です
※４	 申請時において社会福祉施設などに入所または入院しており、令和９年１月末までに退所または退院の※４	 申請時において社会福祉施設などに入所または入院しており、令和９年１月末までに退所または退院の
	 見込がない人がいる場合は構成人数と収入額には含みません	 見込がない人がいる場合は構成人数と収入額には含みません
※５	 住民票上、別世帯であっても同居している場合は世帯の構成人数に含まれます※５	 住民票上、別世帯であっても同居している場合は世帯の構成人数に含まれます

助成内容が変わります！助成内容が変わります！
＜助成内容＞＜助成内容＞
　・変更前　１世帯当たり灯油 100㍑　・変更前　１世帯当たり灯油 100㍑
　　　↓　　　↓
　　・変更後　１世帯当たりとうや・変更後　１世帯当たりとうや
　　　　　　コイン 10,000 円分　　　　　　コイン 10,000 円分

＜助成方法＞＜助成方法＞
　スマートフォンまたはカードに付与　スマートフォンまたはカードに付与
　（付与まで１～２週間程度かかりますので　（付与まで１～２週間程度かかりますので
　ご了承ください。付与された日から町内の　ご了承ください。付与された日から町内の
　加盟店で使用できます）　加盟店で使用できます）
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第　２　号第　２　号
（令和８年 11月発行）（令和８年 11月発行）

導入準備委員会つうしん導入準備委員会つうしん

洞爺湖町　小中一貫教育

洞爺湖町が目指す１５歳の姿～洞洞
ふ る さ とふ る さ と
爺湖町爺湖町を愛し　夢に向かって　世界とつながり　挑戦し続けるを愛し　夢に向かって　世界とつながり　挑戦し続ける 11

こ ど もこ ど も
5 歳5歳

～新しい学校の「ソフト面（中身）」について、具体的な協議が進んでいます！～
	 洞爺湖町では、令和 10年 4月の小中一貫教育制度の導入に向け、「虻田・洞爺湖温泉地区」と「洞爺地区」の両準
備委員会にて協議を進めています。
	 9 月下旬に開催された第 2回会議では、制服や PTA組織、部活動の地域展開など、子どもたちの学校生活に直結す
る具体的な議案について活発な意見交換が行われました。今回はその協議内容をお知らせいたします。

今後の主なスケジュール （予定）

令和８年 10～ 11 月 虻田・洞爺湖温泉地区
　校名案の絞り込みなど

令和８年 12月
「虻田・洞爺湖温泉地区」「洞爺地区」両地区合同会議の開催
　制服などの在り方、新教科（外国語教育）、ふるさと学習、指導内容入れ
替えなどの教育課程に関わる検討状況の共有を図ります。

【問合せ】導入準備委員会事務局（洞爺湖町教育委員会教育推進課）　
	 ☎ 74ー3009　e-mail　ky_gakkou@town.toyako.lg.jp　　　　　

各地区の第２回会議の概要

「虻田・洞爺湖温泉地区」
　　　　　　　　　　　　　　

施設一体型義務教育学校（９月 28日開催）

①制服・ジャージについて
	 中学校はブレザー導入から３年目で補助金もありますが、小学校は制服はありません。「高学年の気持ちの切り替えに
	 制服が良い」という意見や「小学生は成長が早くすぐにサイズアウトするため私服が良い」という意見があり、経済的
	 負担の面からも意見が分かれるため、広く保護者の意見を考慮し継続検討となりました。
②日課表と部活動の現状
	 現在、小中で時間を調整し日課を進行していますが、生徒が時間を計算して行動できるようになるなど、大きな混乱
	 はなく、部活動終了時刻が早まり、教員の長時間勤務解消にもつながっています。部活動は近隣チームとの連携実績を
	 踏まえた支援要望がありました。
③ PTA組織について
	 役員負担軽減が課題となる一方、保護者が学校に言いにくい相談を PTA会長が仲介する利点も確認され、組織の存
	 続や小中合同化については、引き続き協議することとなりました。
④「校名案」公募状況と選定（9月 28日現在の状況）
	 ９月 28日時点で 24件の応募があり、「洞爺・とうやを冠するもの」「虻田・あぶたを冠するもの」「3校統合を象徴
	 するもの」「豊かな自然をイメージしたもの」の 4傾向に分かれました。2次募集は行わず、次回準備委員会で候補
	 を絞り込み、児童生徒へのアンケートを実施し、最終選定へと進む流れが承認されました。

「洞爺地区」
　　　　　　　　

施設分離型小中一貫型小学校・中学校（９月 30日開催）

①制服・ジャージ・学校行事について
	 制服等については、過度な期待（新しい学校＝全てが新しくなる）を持たせない配慮や、町の補助金の有無を踏まえ、
	 アンケートなどで広く保護者の意見を聴取して方向性を検討することとなりました。また、学校行事は基本現状維持
	（小中別）としつつ、将来の児童生徒数の減少を見据え、小中合同開催の余地を残していくこととしました。
②部活動（地域展開）と移動手段
	 指導者不足が最大の課題です。町単独ではなく豊浦町や壮瞥町との広域連携の推進や送迎負担軽減のためのコミュニ
	 ティータクシーなどによる移動手段の確保を求める声が挙がりました。
③ PTA組織のあり方について
	 他地域での連合会組織からの脱退などの動きもあり、「上部組織を抜けたとしても町内の保護者同士の情報交換の場は
	 必要」との認識や、今後は小中学校単位ではなく「洞爺地区の小中学校合同」として意見をまとめ、12月の合同会議で
	 検討する方針が確認されました。また、組織が変わっても学校や教育委員会の協力体制を求める声が挙がりました。
④情報発信の充実
	 保護者から「全体像やスケジュールが見えず意見が出しづらい」との声もあるので、「マチコミ」をはじめさまざまな
	 ツールを活用し、より確実で複数回にわたる情報発信を行うよう要望が出されました。
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町の施設を使いやすく
道路工業に感謝状贈呈

９
１

町
内
施
設
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
な
ど
の
地
域
貢
献
を
行
っ

た
道
路
工
業
（
札
幌
市
）
に
対
し
、

町
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
、

洞
爺
総
合
支
所
敷
地
内
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
舗
装
・
補
修
作
業
を
無
償
で

行
い
、
適
切
な
公
共
施
設
の
維
持
・

管
理
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
、
下
道
町
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
取
っ
た
北
野
広
一
郎
工
事

主
幹
は
「
今
後
も
地
域
貢
献
を
続
け

た
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

感謝状を受け取った北野工事主幹（左）感謝状を受け取った北野工事主幹（左）

のわだい
まち

災
害
弱
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

ど
う
す
べ
き
か
を
学
ぶ
男
女

共
同
参
画
講
演
会
が
役
場
防
災
研
修

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
使
い
こ
な
そ
う
！
新
し
い
防
災

気
象
情
報
」
と
題
し
て
、
北
海
道
防

災
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
住
友
静
恵

氏
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
５
月
に
見
直
さ
れ
た
防
災

気
象
情
報
の
変
更
点
や
大
雨
や
土
砂

災
害
な
ど
の
災
害
別
に
ど
の
よ
う
な

情
報
を
活
用
し
て
避
難
行
動
を
と
る

べ
き
か
を
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

誰にでも優しい避難所とは
男女共同参画講演会

8
26

防災気象情報の活用を学んだ講演会防災気象情報の活用を学んだ講演会

身体を使った表現に取り組む生徒たち身体を使った表現に取り組む生徒たち

演劇の基礎を学ぶ
洞爺中が演劇ＷＳ

８
８

９
１

洞
爺
中
学
校
（
内
山
勇
一
校
長
）

が
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
Ｗ

Ｓ
）
を
行
い
ま
し
た
。
20
日
に
行
わ

れ
た
学
校
祭
で
の
演
劇
発
表
に
向

け
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
創
造
力
の
向
上
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
演
劇
財
団
を
講
師
に
迎

え
、
声
や
身
体
を
使
っ
た
表
現
や
、

相
手
の
動
き
を
意
識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
直
接
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
表
現
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
、
自
信
を
持
っ

て
挑
戦
し
、意
欲
的
に
学
び
ま
し
た
。

農
業
技
術
研
修
会
が
、
ア
グ
リ

館
と
れ
た
で
開
か
れ
ま
し
た
。

胆
振
総
合
振
興
局
の
牧
野
充
局
長
が

「
こ
れ
か
ら
の
西
胆
振
の
農
業
展
望
」

と
題
し
て
講
演
。
道
内
の
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
事
例
な
ど
を
挙
げ
、
低

コ
ス
ト
で
高
い
生
産
性
を
実
現
す
る

新
し
い
農
業
の
あ
り
方
を
解
説
し
ま

し
た
。

　
今
年
２
月
に
友
好
都
市
の
香
川
県

三
豊
市
の
農
家
を
視
察
し
た
Ｊ
Ａ
と

う
や
湖
青
年
部
の
報
告
も
あ
り
、
農

産
物
の
付
加
価
値
向
上
の
取
組
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

地域農業の未来を考える
農業技術研修会

８
20

今後の農業の在り方を考えた農業技術研修会今後の農業の在り方を考えた農業技術研修会

　



　

■■■ ■■■
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新しい友だちができたかな？
交流保育で製作体験

９
９

来
春
、
統
合
す
る
本
町
保
育
所
、

入
江
保
育
所
、
桜
ヶ
丘
保
育

所
の
交
流
保
育
が
、
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
好
き
な
絵
や
、
ア
イ
ヌ
文
様
を
描

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ッ
グ
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
好
き
な
色
の
ク
レ
ヨ

ン
や
ス
タ
ン
プ
を
使
い
、
手
提
げ

バ
ッ
グ
を
色
鮮
や
か
に
飾
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
顔
に
は
満
面
の
笑
み
。
他

の
保
育
所
の
子
ど
も
と
も
バ
ッ
グ
を

見
せ
合
い
、
楽
し
げ
な
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

のわだい
まち

12

磨いた歌や踊りを披露
けっぱれ芸能まつり

９
13

第
１
回
洞
爺
湖
町
け
っ
ぱ
れ
芸

能
ま
つ
り
が
、
虻
田
ふ
れ
合

い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
音
響
設
備
が
一
新

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、

町
内
の
歌
謡
教
室
や
同
好
会
、
音
楽

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
24
演
目
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
清
水
友
愛
の
里
の
琴
ク
ラ
ブ
風
雅

が
演
奏
す
る「
荒
城
の
月
」で
開
演
。

日
本
舞
踊
や
、
90
歳
代
の
出
演
者
の

歌
唱
な
ど
も
あ
り
、
来
場
者
は
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
た
演
目
の

数
々
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■■■ 歌声を響かせる出演者歌声を響かせる出演者

五感で知る洞爺湖の魅力
虻高がカヌー体験

９
10

虻
田
高
校
（
佐
々
木
雅
治
校
長
）

の
1
年
生
が
、洞
爺
湖
カ
ヌ
ー

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
洞
爺

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
代
表
、
小
川
裕
司

さ
ん
か
ら
パ
ド
ル
操
作
を
学
ん
だ

後
、
浮
見
堂
公
園
を
発
着
地
と
し
て

1
時
間
半
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は
湖
上
で
洞
爺
湖
の
成
り
立

ち
や
ジ
オ
パ
ー
ク
、
縄
文
時
代
か
ら

の
歴
史
の
説
明
を
受
け
、
自
然
環
境

や
観
光
資
源
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
活
動
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

カヌーを体験する虻高の生徒カヌーを体験する虻高の生徒

バッグの製作を楽しむ子どもたちバッグの製作を楽しむ子どもたち

町施設の維持管理に貢献
豊浦建設工業に感謝状

感謝状を受け取る金丸代表取締役社長（左）感謝状を受け取る金丸代表取締役社長（左）

９
４

金
比
羅
火
口
災
害
遺
構
散
策
路

の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
た
豊
浦
建
設
工
業
（
金
丸
淳
代

表
取
締
役
社
長
）
に
町
が
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
下
道

町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
金

丸
代
表
取
締
役
社
長
は
、「
感
謝
状

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
洞
爺
湖
町
の
環
境
美
化
の
た
め

に
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

と
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚

生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納

め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
翌
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
は
、
今
年
1
～
12

月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま

13

れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
保
険
料

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
負
担
す
べ

き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
1
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
す
る

の
で
、
申
告
書
提
出
の
際
に
は
、

こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
10
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
翌
年

の
2
月
上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
1
4
3
―
24
―
5
0
6
1
）

税
務
署
総
合
窓
口
の
　
　
　
　

受
付
時
間
が
変
更

　
国
税
庁
で
は
、
納
税
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
を
提
供
す
る
な
ど
手
続
や
業
務

の
在
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
拡
充

を
考
慮
し
、
10
月
１
日
以
降
、
全

て
の
税
務
署
で
総
合
窓
口
の
受
付

時
間
が
原
則
と
し
て
９
時
か
ら
15

時
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
税
務
署

（
0
1
4
3
―
22
―
4
1
5
1
）

無
料
耐
震
診
断
の
案
内

　
北
海
道
は
、
道
民
の
地
震
に
対

す
る
不
安
の
解
消
と
住
宅
の
耐
震

改
修
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、
戸

建
て
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
　
象

・
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面
積

が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

戸
建
て
木
造
住
宅

・
申
請
者
が
当
該
戸
建
て
木
造
住

宅
を
所
有
ま
た
は
居
住
し
て
い
る

・
建
築
年
次
は
不
問

▼
診
断
方
法

・
現
地
調
査
は
行
い
ま
せ
ん

・
耐
震
状
況
は
、
住
宅
の
図
面
と

申
請
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り

診
断
し
ま
す

▼
申
込
み
と
診
断
の
実
施

・
事
前
に
耐
震
診
断
申
込
書
を

胆
振
総
合
振
興
局
へ
郵
送
か

F
A
X
送
信
し
、
事
前
に
受
け

付
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
町
建

設
課
へ
の
持
参
も
可
）

・
申
込
書
は
、
北
海
道
建
設
部
住

宅
局
建
築
指
導
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
戸
建
て
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
の
ご
案
内
」
の
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

・ 

耐
震
診
断
は
、
胆
振
総
合
振
興

局
建
設
指
導
課
な
ど
の
職
員
が
住

宅
の
所
在
す
る
市
町
村
に
伺
っ
て

実
施
し
ま
す

・ 

耐
震
診
断
は
、住
宅
の
図
面
（
仕

上
げ
表
、
寸
法
の
記
入
の
あ
る
各

階
平
面
図
で
筋
か
い
な
ど
の
位
置

と
仕
様
の
分
か
る
も
の
）
の
コ

ピ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
と
図
面
に
基
づ
き
住
宅
の
状

況
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
ま
す

・ 

耐
震
診
断
の
結
果
は
、
後
日
、

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ

胆
振
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課

（
0
1
4
3
―
24
―
９
５
９
４
）

お知らせ
information
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行
　
政

浜
町
付
近
の
船
の
撤
去

　
海
浜
地
に
許
可
な
く
工
作
物
を

設
置
し
た
り
、
船
な
ど
を
置
く
こ

と
は
海
岸
法
に
違
反
す
る
行
為
で

す
。
海
岸
の
工
事
の
支
障
に
な
る

た
め
、
12
月
27
日
ま
で
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
撤
去

さ
れ
な
い
場
合
は
海
岸
管
理
者

（
北
海
道
知
事
）
が
強
制
的
に
撤

去
し
、
要
し
た
費
用
は
設
置
者
と

所
有
者
に
請
求
し
ま
す
。
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
建
設
管
理
部
洞

爺
出
張
所
（
☎
76
―
２
１
１
１
）

募
　
集

洞
爺
湖
町
民
文
化
祭
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
部
門
開
催

　

バ
ン
ド
や
和
楽
器
、
カ
ラ
オ

ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
舞
踊
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
13
時

▼
場
　
所

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室

フ
ァ
ス
ナ
ー
ポ
ー
チ
教
室

　
ア
イ
ヌ
文
化
の
カ
パ
ラ
刺
し
ゅ

う
を
施
し
た
布
で
覆
っ
た
ビ
ニ
ー

ル
フ
ァ
ス
ナ
ー
ポ
ー
チ
を
作
る

ア
イ
ヌ
協
会
員
、
町
民
向
け
の

刺
し
ゅ
う
教
室
で
す
。

電
話
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
時　

12
月
４
日（
金
）、７
日（
月
）、９
日

（
水
）９
時
30
分
～
12
時
30
分

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
申
込
み
・
問
合
せ

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
（
☎
76
―
２
７
９
４
）

横
浜
グ
リ
ー
ン
エ
ク
ス
ポ

　
自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
横
浜

グ
リ
ー
ン
エ
ク
ス
ポ
（
２
０
２
７

年
国
際
園
芸
博
覧
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時　
令
和
９
年
３
月
19
日

～
９
月
26
日

▼
場
　
所
　
神
奈
川
県
横
浜
市（
旧

上
瀬
谷
通
信
施
設
の
一
部
）

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
①
一
般
曹
候
補
生

②
２
等
陸
・
海
・
空
士
③
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格　
①
、
②
18
歳
以
上

33
歳
未
満
③
男
子
で
中
学
校
を
卒

業
（
見
込
含
む
）
し
、
17
歳
未
満

の
成
績
優
秀
で
学
校
長
が
推
薦
で

き
る
者

▼
受
付
期
限　
①
11
月
20
日（
金
）

②
12
月
２
日
（
水
）
③
11
月
27
日

（
金
）

▼
試
験
期
間　
①
11
月
28
日（
土
）

～
12
月
６
日
（
日
）
②
12
月
３
日

（
木
）
～
12
日
（
土
）
③
令
和
９

年
１
月
９
日
（
土
）
～
11
日
（
月
）

■
問
合
せ　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３
―
44
―
９
５
３
３
）

室
蘭
高
等
技
専
訓
練
生
募
集

▼
受
付
締
切

①
推
薦
選
考　
11
月
20
日
（
金
）

②
一
般
選
考　
12
月
10
日
（
木
）

▼
選
考
日　

①
推
薦
選
考　
11
月
25
日
（
水
）

②
一
般
選
考　
12
月
16
日
（
水
）

■
問
合
せ

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

役場組織改編後の電話番号変更の案内
　
	町は、10 月１日付で組織改編を行いました。
	改編された課の問合せ先は下記のとおりとなり
ます。	 ■問合せ　総務課（74 － 3000）

１．改編された課
①健康福祉課　介護高齢課、子育て支援課、健康
福祉課が統合②産業環境課　産業振興課、生活環
境課が統合③建設課　建設課、生活環境課が統合
２．改編後の問合せ先
▼健康福祉課
①介護保険係、地域包括支援係（74－3001）
…高齢者福祉、介護保険、入浴券発行、地域包括
支援センター、高齢者総合相談
②福祉支援係、健康推進係（76－4006）
…障がい者福祉・障がい児福祉、生活保護申請・

支給、母子保健、予防接種の実施、感染症予防、
栄養指導、保健衛生
③子育て支援係（82－7100）
…保育所・学童保育の管理運営、児童・母子福祉、
児童手当などの各種手当・給付
▼産業環境課（74－3005 ／ 74－3006）
…漁業振興、商工業振興、中小企業対策、雇用促
進、ゼロカーボン、農業関係窓口、環境・公害対
策、ごみの収集、リサイクル、畜犬登録・狂犬病
予防、霊園の申込、し尿処理の申込
※ 74 － 3006 は令和９年３月 31 日で廃止
▼建設課（74－3007）
…町道・普通河川などの整備・占用申請、都市計
画、都市公園などの整備、建築、町営住宅、町道・
河川・公園の維持管理、除雪



お知らせ
（
☎
０
１
４
３
―
44
―
３
５
２
２
）

公
共
職
業
訓
練

▼
科
　
目　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
３

▼
定
　
員　
20
人

▼
募
集
締
切　
11
月
26
日
（
木
）

▼
訓
練
期
間　
12
月
11
日（
金
）～

令
和
９
年
３
月
10
日
（
水
）

▼
場
　
所　
ジ
ョ
ブ
ト
レ
室
蘭（
室

蘭
市
東
町
４
丁
目
28
番
１
号
）

■
申
込
・
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
伊
達
（
23
―
２
０
３
４
）

相
　
談

年
金
事
務
相
談
所
開
設

　
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し

て
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

相
談
所
で
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所

の
職
員
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し

ま
す
。

　
完
全
予
約
制
の
た
め
、
下
記
の

電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声

案
内
に
従
っ
て
「
1
」
番
を
選
択

後
、「
2
」
番
を
押
し
て
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
受
付
時
間
は

8
時
30
分
～
17
時
15
分
で
す
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）。

▼
日
　
時　
12
月
3
日
（
木
）
10

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
　
所

洞
爺
湖
町
役
場
３
０
３
会
議
室

■
予
約
・
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
1
4
3
―
24
―
5
0
6
1
）

無
料
法
律
相
談
会

　
「
金
銭
」「
相
続
」「
夫
婦
間
」

「
交
通
事
故
」「
消
費
者
問
題
」
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
法
律
相
談
は
事
前
予
約
制
で

す
。
希
望
者
は
２
日
前
の
17
時
ま

で
に
、
予
約
受
付
フ
ォ
ー
ム
も
し

く
は
住
民
税
務
課 
住
民
・
戸
籍

年
金
係
（
☎
74
―
３
０
０
２
）
へ

お
電
話
に
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
枠
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

▼ 

日
　
時　
①
12
月
３
日（
木
）②

12
月
17
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

▼
場
　
所　

①
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担
　
当　
①
八
木
橋
俊
輔
弁
護

士
（
の
ぼ
り
べ
つ
法
律
事
務
所
）

②
菊
地
俊
邦
弁
護
士
（
北
海
道
み

ら
い
法
律
事
務
所
）

▼
予
約
フ
ォ
ー
ム
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら

広報とうやこ　202広報とうやこ　20266年年 1111月月

　虻田地区の小中学校、高校から「社
会を明るくする標語」を募集しまし
た。各校の優秀作品が決定しました
のでご紹介します。

社会を明るくする標語

ネ
ッ
ト
で
は

 

は
つ
げ
ん
の
と
き

 

し
ん
こ
き
ゅ
う

５年
徳光　颯

こ
ん
に
ち
は

だ
れ
も
が
え
が
お

い
い
ま
ち
だ

６年
佐藤　壱星

ネ
ッ
ト
で
の

そ
の
一
言
が

い
じ
め
だ
よ

6 年
柴田　蓮翔

◎
虻
田
小
学
校

あ
る
こ
う
ね

み
ぎ
ひ
だ
り
み
て

あ
ん
ぜ
ん
に

2 年
谷　苺々禾

あ
り
が
と
う

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

お
た
が
い
に

４年
山田　悠翔

あ
い
さ
つ
は

心
を
つ
な
ぐ魔

法
だ
ね

6 年
早坂　翔太

◎
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

周
り
見
てよ

そ
見
厳
禁

命
と
り

1 年
髙根澤沙希

言
葉
に
は

槍
よ
り
刺
さ
る

痛
み
あ
り

2 年
森　優翔

楽
な
道

裏
に
危
険
が潜

ん
で
る

3 年
広瀬　雄貴

◎
虻
田
中
学
校

花
い
っ
ぱ
い

優
し
さ
い
っ
ぱ
い

み
ん
な
の
町

１年
大津穂乃華

危
な
い
よ自

転
車
走
る

遊
歩
道

２年
山本　惹民

街
の
防
犯

み
ん
な
が
当
番

3 年
岩倉　沙奈

◎
虻
田
高
校

15
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16

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
」
開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時
　
①
11
月
21
日（
土
）②

12
月
19
日（
土
）
9
時
30
分
～
12
時

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ
　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82
―
７
０
２
３
担

当
：
河
合
）
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74
―
３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の
出
張

相
談
会

　

働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。就
職・

就
労
相
談
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

12
月
10
日（
木
）13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
先
着
順
。
予
約
可
）

▼
対
　
象

15
～
49
歳
の
人
と
家
族

▼
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
問
合
せ　

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
0
1
4
3
―
50
―
6
1
8
6
）

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

故片岸宜さん
■９月 17 日■ 88 歳■遺族は昭弘さん■虻５区
故齊藤建二さん
■９月 17 日■ 77 歳■遺族は知子さん■入１区
故小熊ヒナ子さん
■９月 19 日■ 88 歳■遺族は敏市さん■青１区
故矢野春俊さん
■９月 21 日■ 79 歳■遺族は春代さん■虻３区
故中野喬さん
■９月29 日■ 81 歳■遺族は惠美子さん■虻３区
故松岡利一さん
■ 10 月１日■ 91 歳■遺族は一幸さん■花和
故川浪甚次郎さん
■10月３日■96歳■遺族はミサヲさん■虻５区
故塩川サチ子さん
■ 10 月５日■ 86 歳■遺族は進さん■青２区
故山口康子さん
■10 月８日■85 歳■遺族は省二さん■入４区
故青山リエさん
■10月13日■93歳■遺族は秀揮さん■虻２区

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

９月 21日から 10月 20日届出分
広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
10
月
定
例
会

ズ
タ
ズ
タ
の
日
本
列
島
秋
出
水

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

錦
秋
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
夢
育
ち
つ
つ

　
　
亀
倉
千
鶴
子

錦
秋
や
湖
面
に
揺
れ
る
山
の
色

　
　
川
上
智
恵

下
校
子
と
交
わ
す
挨
拶
新
松
子

　
　
　
　
　
　
長
曾
我
部
弓
子

冬の災害は、他の季節に比べて停電や積雪などに
よる被害が深刻になり、寒さで命が脅かされる

こともあります。そのため、冬に向けて食料や飲料
水などの備えに加え、防寒対策もしておきましょう。

防寒備蓄用品
1．防寒着など　ダウンジャケット、ジャンパー、
厚手のズボン、手袋、ニット帽、上履きなど身体を
冷やさないように暖かい物を用意しましょう。
2．防寒シート　アルミ製の防寒シートを体に巻き
付ければ、体温を逃がさず保温できます。コンパク
トなので持ち運びしやすく便利です。
3．カイロ　移動時にも使え、首の後ろやお腹など
に貼れば全身を温められます。有効期限が切れると
異常発熱の恐れがあるため定期的に確認しましょう。

4．ポータブルストーブ　電気やガスが止まっても
使える暖房器具として灯油式のストーブを用意しま
しょう。住居環境で使えない場合はカセットガスス
トーブも便利です。
5．スコップやロープ　雪による車の立ち往生に備
え、車にスコップや牽引ロープを入れましょう。
お知らせ
全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達訓練
　下記の日時に全国瞬時警報システム（Jアラート）
全国一斉情報伝達訓練が行われます。防災行政無線
が放送されますので、災害と間違えないようにご注
意ください。
▶訓練日時　11月 11日（水）11時
※状況によって延期や中止する場合もありますので、
ご了承ください

とうやことうやこ
No.64
冬冬に備えるべき防災対策に備えるべき防災対策

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会　
〈
寄
付
物

品
〉
さ
く
ら
家
、
ヤ
ス
コ
美
容
室
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さわやかだより

　　　　 　　　　 問合せ問合せ　洞爺湖町こども家庭センター 　洞爺湖町こども家庭センター 
	 ・虐待や子ども、家庭に関する相談　健康福祉課子育て支援係（☎ 82－7100）	 ・虐待や子ども、家庭に関する相談　健康福祉課子育て支援係（☎ 82－7100）
	 ・妊娠、出産、子育てに関する相談　健康福祉課健康推進係（☎ 76－4006）	 ・妊娠、出産、子育てに関する相談　健康福祉課健康推進係（☎ 76－4006）

11月は11月は「児童虐待防止推進月間」「児童虐待防止推進月間」ですです
～児童虐待について考えよう～～児童虐待について考えよう～

■児童虐待には大きく分けて以下の４つの種類があります。
種類 具体的な行為の例具体的な行為の例

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶるなど殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶるなど
心理的虐待 暴言、無視、きょうだい差別、子どもの目の前で家族に暴力をふるう（面前DV）など暴言、無視、きょうだい差別、子どもの目の前で家族に暴力をふるう（面前DV）など
性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィティの被写体にするなど
ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置するなど

【虐待のサイン】
「保護者のサイン」
　・地域などとの交流が少なく、孤立している
　・小さな子どもを家においたまま外出している
　・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
　・子どものけがについて、不自然な説明をする

「子どものサイン」
　・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の　
　　怒鳴り声がする
　・不自然な傷や打撲のあとがある
　・衣類やからだがいつも汚れている
　・夜遅くまで一人で遊んでいる

　「しつけ」のつもりでも、子どもの身体に苦痛を与える行為は全て「体罰」であり、法律で禁止されて
います。
　身体を叩くなどの体罰や暴言（存在を否定する言葉やきょうだいを引き合いに出してけなすなど）は
攻撃性を高めるリスクがあります。保護者に恐怖心を抱くことで信頼関係を築けず、子どもが悩みを相
談できなくなることもあります。
　～これらはすべて「体罰」です～
　　・何度も言葉で注意したのに、言うことを聞かないので頬を叩いた
　　・いたずらをしたので、長時間正座をさせた／宿題をしなかったので、食事を与えなかった　など

体罰などによらない子育てを広げよう！

★相談窓口
　　すこしでも虐待の可能性を感じたら迷わずにお電話ください。匿名でもかまいません。
　　どこに相談したらよいかわからない場合もまずはご相談ください。
　　■洞爺湖町こども家庭センター（健康福祉センターさわやか内）　☎ 82-7100
　　　受付時間：月～金曜日 8：45～ 17：30（祝日、年末年始を除く）
　　■全国共通児童相談所虐待対応ダイヤル　☎ 189（いちはやく）
　　　受付時間：24時間 365日対応（通話料無料）
　　※命の危険があるなど、緊急時は警察（110番）に通報してください

子育てはいろいろな人の力とともに！
　　子育ての大変さをひとりで抱え込まず、
　相談したり、サービスを活用しましょう。

洞爺湖町子育て
応援ガイドブック

洞爺湖町こども虐待
対応マニュアル

体罰などによらない子育てのための工夫のポイント
・子どもの気持ちに耳を傾ける
　「どうしたの？」と気持ちを受け止めて安心さ
　せ、一緒に解決策を考えましょう。
・「言うことを聞かない」理由を考えてみる
　甘えや理由がある、まだ理解
　できていないことがあるかも。

・具体的な「肯定文」で伝える（方法を教える、
	 一緒にやってみる）
	「走らない！」ではなく「歩こうね」と穏やかな
	 声で伝えましょう。
・できたことを具体的に褒める
	 結果だけでなく、日々のがんばりに注目し、子
	 どもの自己肯定感を育てましょう。
・保護者も自分を大切にする
	 イライラしたら深呼吸して５秒数えるなど、ス
	 トレスを和らげる工夫をしましょう。
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88
第

回

　
９
月
26
日(

土)

、第
17
回
「
友

愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
秋
晴
れ

の
中
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
食
事
は
、「
焼
き
鳥
」「
鶏

皮
餃
子
」
の
他
、
毎
年
定
番
に
な

っ
て
い
る
そ
ば
に
加
え
、
お
で
ん

を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
ば
は
「
き

つ
ね
そ
ば
」、
お
で
ん
は
「
た
ま

ご
、
大
根
、
天
か
ま
」
の
３
種
盛

り
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
地
域
食
堂
「
ア
・
タ
ー

ブ
ル
」
で
人
気
が
あ
る
「
バ
タ
ー

チ
キ
ン
カ
レ
ー
」を
、今
年
も「
ミ

ニ
カ
レ
ー
」
と
し
て
販
売
し
ま
し

た
。
食
事
は
か
な
り
ボ
リ
ュ
ー
ム

感
が
あ
り
、特
に
「
ミ
ニ
カ
レ
ー
」

「
き
つ
ね
そ
ば
」
は
今
年
も
大
盛

況
の
声
が
聞
か
れ
、
皆
さ
ん
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

　
縁
日
で
は
、「
わ
く
わ
く
釣
り
」

「
わ
く
わ
く
輪
投
げ
」
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
当
日
来
て

い
た
お
子
さ
ん
達
も
楽
し
ん
で
お

り
、
常
に
行
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
利
用
者
も
真
剣
に
釣
り
と
輪

投
げ
を
行
い
、
景
品
を
受
け
取
る

と
嬉
し
そ
う
に
職
員
へ
見
せ
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

「
キ
ャ
ラ
メ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」

の
販
売
も
行
い
、
こ
ち
ら
も
好
評

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
即
売
会
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
デ

イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
の
パ
ン
の

販
売
を
し
ま
し
た
。
パ
ン
は
毎
年

人
気
が
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

友
愛
の
里
の
日
中
活
動
班
作
業
グ

ル
ー
プ
が
栽
培
し
た
シ
イ
タ
ケ
の

販
売
も
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

天
候
の
関
係
も
あ
り
、
昨
年
よ
り

も
少
な
い
個
数
で
の
販
売
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
好
評
に
つ

き
完
売
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

い
ち
ば
ん
ぼ
し
で
作
製
し
た
「
回

収
袋
・
野
菜
保
存
袋
・
封
筒
・
ペ

ー
パ
ー
バ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
袋
・

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
」
な
ど
手
芸
品

も
販
売
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
利
用
者
が
数

名
所
属
し
て
い
る
琴
ク
ラ
ブ
「
風

雅
」
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

お
琴
の
心
地
良
い
音
色
が
会
場
全

体
に
広
が
り
、
最
後
は
大
き
な
拍

手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
待
ち
に
待
っ
た
食
事

販
売
と
即
売
会
・
縁
日
コ
ー
ナ
ー

の
開
始
で
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
同

時
に
食
事
の
ブ
ー
ス
に
は
す
ぐ
に

列
が
で
き
て
お
り
、
保
護
者
と
一

緒
に
食
事
を
楽
し
む
人
や
利
用
者

同
士
で
食
事
を
楽
し
む
な
ど
笑
顔

友
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

す
ぐ
に
食
事
の
ブ
ー
ス
に
は
向
か

わ
ず
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
む

利
用
者
や
即
売
会
の
コ
ー
ナ
ー
で

買
い
物
を
す
る
人
と
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

食
事
を
運
ん
だ
頃
合
い
を
見

て
、
余
興
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
す
。

今
回
は
、「
ゆ
き
の
助
」
さ
ん
に

忍
者
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
例
年
と
は
一
味
違
い

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
技
や
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
と
迫
力
の
あ
る
ス
テ

ー
ジ
に
皆
さ
ん
釘
付
け
の
様
子
で

し
た
。

　

息
つ
く
間
も
な
く
、「
シ
ン
ガ

ー
悠
」
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

で
す
。
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
音
楽
か
ら
、
最
近
の

音
楽
ま
で
幅
広
く
歌
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
者
も
一
緒
に
手
拍
子
を

し
な
が
ら
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し

た
。
最
後
の
余
興
は
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

す
。
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
、
観
客
が

集
ま
り
、
一
番
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
清
水
自
治
会
を
始
め
、

町
健
康
福
祉
課
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
た
く
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
協
力
を
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
す
。　
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絵本の玉手箱　11月のおはなし会
■日　時	 ①11月20日(金)14時～15時30分
	 ②11月24日（火）10時～11時30分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子の館
キッズタイム
■日　時　11月21日(土)10時～11時30分
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会読み聞かせ
■日　時　11月19日(木)14時20分～14時50分
■場　所　虻田小学校図書室
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

あぶた読書の家	 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分	 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　	 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室	（☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　	［休館日］なし

今月の
リポーター
亀田昇吾さん

vol.102

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
永
遠
の
記
憶
（
東

野
圭
吾
）
▽
王
国
（
湊
か
な
え
）

▽
お
に
が
わ
ら
う
（
畠
中
恵
）
▽

能
面
検
事
の
挫
折
（
中
山
七
里
）

▽
風
車
と
巨
人
（
岩
井
圭
也
）
▽

ジ
ウ　
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
（
誉

田
哲
也
）
▽
楽
園
（
夕
木
春
央
）

▽
傾
斜
の
マ
リ
ア
（
恩
田
陸
）
▽

は
じ
ま
り
の
ス
ー
プ
、
夏
ゼ
リ
ー

（
瀬
尾
ま
い
こ
）
▽
鋼
鉄
の
レ
ガ

シ
ー
（
堂
場
瞬
一
）

＜

児
童
書＞

▽
ど
う
ぶ
つ
さ
が

し
え
ず
か
ん（
き
の
し
た
ち
ひ
ろ
）

▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　
も
っ
と

お
あ
そ
び
ブ
ッ
ク（
工
藤
ノ
リ
コ
）

▽
ラ
イ
オ
ン
の
お
ば
け
キ
ャ
ン
プ

（
さ
か
と
く
み
雪
）
▽
キ
ャ
ベ
た

ま
た
ん
て
い　
き
ょ
う
り
ゅ
う
ゆ

う
か
い
じ
け
ん
（
三
田
村
信
行
）

▽
妖
怪
サ
ト
リ
と
天
狗
笑
い
（
長

谷
川
ま
り
る
）
▽
消
え
た
チ
ャ
イ

ム
（
西
村
友
里
）
▽
び
っ
く
り
発

見
！
こ
ど
も
農
園　
草
や
生
き
も

の
と
い
っ
し
ょ
の
畑
（
農
文
協
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ア
ラ
ー
ム
が
鳴

ら
な
い
う
ち
に
（
川
口
俊
和
）
▽

春
ま
で
の
セ
ン
セ
イ（
早
見
和
真
）

▽
未
だ
本
能
寺
に
あ
り
（
今
村
翔

吾
）
▽
悩
み
の
本　
あ
な
た
が
本

気
で
生
き
て
い
る
証（
高
橋
佳
子
）

▽
あ
な
た
の
い
な
い
世
界
で
（
原

田
ひ
香
）

＜
児
童
書＞

▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う

と
さ
す
ら
い
ラ
ー
メ
ン
（
柴
田
ケ

イ
子
）
▽
と
り　
と
り
ど
り
（
北

村
ハ
ル
コ
）
▽
英
語
で
も
よ
め
る　

で
き
る
か
な
？
あ
た
ま
か
ら
つ
ま

さ
き
ま
で
（
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
）

▽
と
う
さ
ん
、
Ａ
Ｉ
に
な
る
！
（
林

家
彦
い
ち
）
▽
つ
か
め
！
理
科
ダ

マ
ン
２　
み
ん
な
が
恐
竜
に
夢
中

編
！
（
シ
ン
・
テ
フ
ン
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
洞
爺
湖
町
に
着
任
し

て
か
ら
２
年
半
余
り
。
任
期

も
残
す
と
こ
ろ
５
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
空
家
な
ど
に

関
す
る
地
域
ご
と
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
、
町
内
各
自

治
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
空
家
の
問
題
は
、
建
物
の

管
理
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
家
族
の
事
情
や
相
続
、

地
域
の
担
い
手
、
住
ま
い
を

探
す
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

と
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
同
じ
町
内
で
も
地
域
ご
と

に
事
情
が
異
な
り
、
一
つ
の

方
法
で
全
て
に
対
応
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
声
を
丁

寧
に
聞
き
、
実
情
に
合
っ
た

選
択
肢
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
観
光
や
開

発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
豊
か

さ
を
、
地
域
の
暮
ら
し
や
文

化
に
還
元
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
空

家
対
策
も
、
そ
の
一
つ
の
入

口
で
す
。
所
有
者
の
思
い
を

尊
重
し
な
が
ら
、「
住
み
継
ぐ
」

「
貸
す
」「
活
用
す
る
」
な
ど

の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
、

地
域
に
人
や
仕
事
を
つ
な
ぐ

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
残
り
の
任
期
で
は
、
今
回

伺
っ
た
声
と
こ
れ
ま
で
の
調

査
成
果
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
整
理
し
、
ま
ち
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
た
こ
と
が
、

地
域
や
行
政
が
今
後
の
取
り

組
み
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バッタを倒しにアフリカへ　
夢をかなえたハカセの物語
前野ウルド浩太郎
　作者がどうやって問題を乗り越え、
やりたいことを仕事にできたのか。大
人になって仕事をするとはどういうこ
となのか。好きなことを仕事にするた
めにはどんな努力が必要なのか。自分
のやりたい仕事を見つけて夢をかなえ
るヒントになるかもしれません。大人
になり、仕事をしている自分の姿を想
像しながら、読んでみてください。

（あぶた読書の家所蔵）

新
刊
案
内

今月の
１冊

から家書読 の
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秋田県のストーンサークル
～伊

い せ ど う た い

勢堂岱遺跡と大湯環状列石～
　令和 6年に洞爺湖町で開催した「縄文シティサミット」が、
今年は 10月 4日に秋田県北秋田市で開催されました。
サミットでは縄文遺跡を持つ各地の自治体が縄文遺跡を

活かしたまちづくりについて意見交換を行い、洞爺湖町か
らはホタテを通じた縄文と現代とのつながりや、縄文まつ
りの取り組みについて報告しました。また、各地の縄文サ
ークルが縄文文化の普及啓発活動を発表し、交流を深めま
した。
　今回の開催地である秋田県には、入江・高砂貝塚と同じく、
世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産があり
ます。２つの遺跡は、縄文の人々の精神文化や集落を超え
た共同の営みを考える上で重要な遺跡となっています。

鹿角市「大湯環状列石」

　「大湯環状列石」も、約 4,000 年前の祭祀遺跡
です。「万座」と「野中堂」という 2つのストー
ンサークルがあり、最大径はそれぞれ 52㍍、44
㍍におよびます。川原石を組み合わせて二重の環
をつくり、その周囲には建物跡が同心円状に配置
されています。また、「日時計状組石」と呼ばれ
る特徴的な石組もあり、太陽の動きとの関係が注
目されています。　

北秋田市「伊勢堂岱遺跡」

　「伊勢堂岱遺跡」は約 4,000 年前の縄文時代後
期につくられた祭祀（さいし）遺跡です。最大の
特徴は、4つのストーンサークルが隣り合って見
つかったことです。
　いずれも直径 30㍍以上で、最大のものは直径
45㍍におよびます。ストーンサークルからはお
墓も見つかっており、共同墓地と祭祀・儀礼の場
を兼ね備えた空間であったと考えられています。

　「縄文体験 day」開催！
　第２土曜日は入江・高砂貝塚館で縄文体験！事前申込不要で、開催時間中の好きな時間に参加できます。
　■開催日程　11月 14日　鹿角ストラップ　　12月 12日　土偶作り 　 1 月 9日　組みひも　
　                   2 月 13日　アンギン編み　     　3月 13日　土器作り
　■時 間　10：00～ 14：00（体験時間：約 40分）　　　
　■場　　所　入江・高砂貝塚館
　■体 験 料　300円
　■問 合 せ　入江・高砂貝塚館（☎ 76－ 5802）

▶「縄文体験day」
の内容はQRコード
からも確認できます

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



8 日（火）
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

9日（水）
げんきクラブ
時  13:15 ～ 14:45
所  ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センターさわやか＞）

10日（木）

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）

11日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

15日（火）
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

17日（木） 無料法律相談会

19 日（土） 行政に関わる暮らしの無料相談会
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9月19日 (土 )～
11月29日 (日 )

特別展　木のかたち　はじめて会う砂澤ビッキ展

１7日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

19日（木）

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
幼児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）
無料法律相談会

20 日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

21日（土） 行政に関わる暮らしの無料相談会

25 日（水）
健康づくり講演会
時  13:30 ～ 15:30
所  洞爺湖町役場（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）

26日（木）
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

27日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

12月3日（木）

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

４日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺駅交流センター２階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

7日（月）
フッ素塗布
時  13:00 ～ 14:45
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センターさわやか＞）

8日（火）
子育て教室「キラキラティータイム」
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベント詳

ｐ15詳

ｐ15詳

ピックアップイベントピックアップイベント

ウイメンズネットワーク洞爺湖　
料理教室
　下記のとおり料理教室を開催します。町内在住のどな
たでも参加できますので、ぜひお越しください。
＜料理名＞
　１．納豆トマトパスタ
　２．キャロットラペ
　３．鱈のフライとトマトドレッシング
　４．ちゃんぽん風スープ
■日　時　11月 24日（火）９：30～ 12：00
■場　所　あぶたふれ合いセンター調理室
■講　師　農家レストラン幸来（サックル） 
	 木村真理子さん
■参加料　300円
■申込み　当日会場で受付します
■問合せ　森（☎76-3038）

洞爺湖芸術館からのお知らせ
《開館時間》9：00～17：00　月曜休館
※受付は16：30まで、月曜が祝祭日の場合は翌日休館
特別展　木のかたち　はじめて会う砂澤ビッキ展
■日　程　11月29日（日）まで

学芸員による館内ミニツアー
　学芸員の解説を聞きながら、作品をめぐる約15分のミニ
ツアーです。事前申込みは不要ですので、気軽にご参加くだ
さい。
■日　程　11月29日（日）までの毎週土日
■時　間　土曜日　14：15～14：30
　　　　　日曜日　11：15～11：30
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87－2525）

ｐ15詳

ｐ16詳

ｐ16詳
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東奔西走

友好都市・香川県三豊市から農家の方々が来町。町内の
視察の際、一緒に記念撮影したのはトラクター。果物

栽培が盛んな三豊市では見ない大きさだったそうで、確か
に瀬戸内の果樹園にトラクターは似合わないかも？（D.Y）

洞爺湖町高齢者運動会を取材してきました。参加され
た皆さんがはつらつと競技を行う姿を見てたくさん

の元気をもらいました。冬を迎える前に寒さに負けない
体づくりを始めようと思います。（M.O）
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成田 晴美さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
どさまざまな情報に
加え、フルカラー版
広報紙もご覧いただ
けます！
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２
４
４
万
円

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事

　

業
補
助
金　
　
　

２
４
３
万
円

・
在
宅
高
齢
者
支
援
事
業
（
相
談

　

窓
口
体
制
整
備
事
業
及
び
共
生

　

型
交
流
拠
点
整
備
等
）

　
　
　
　
　
　
　

１
３
２
４
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
事

　

業　
　
　
　
　

△
２
７
２
万
円

・
（
仮
称
）
あ
ぶ
た
保
育
所
新
築

　

工
事
の
契
約
金
額
の
変
更　
　

　
　
　
　
　
　
　

４
３
２
３
万
円

・
農
業
者
生
産
向
上
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
４
万
円

・
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

　

補
助
金　
　
　
　

４
３
９
万
円

・
道
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等

　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
９
万
円

・
に
ぎ
わ
い
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

　

ョ
ン
設
置
、
管
理
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
万
円

・
月
浦
地
区
道
路
復
旧
工
事　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
３
万
円

・
虻
田
小
学
校
暖
房
機
及
び
洞
爺

　

湖
温
泉
小
学
校
浄
化
槽
ほ
か
修

　

繕
料　
　
　
　
　

５
０
４
万
円

・
予
備
費　
　
　
　

７
６
２
万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
２

　

万
円
の
減
額

（
主
な
歳
出
）

・
一
般
会
計
に
よ
る
包
括
的
支
援

　

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
人
件
費

　

等
の
一
部
を
減
額

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

　

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材

　

産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

　

め
る
意
見
書
（
案
）－

可
決－

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

　

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書　

　

（
案
）　
　
　
　

－

可
決－

○
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除
特
例

　

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

（
案
）　
　
　
　

－

可
決－

○
ア
メ
リ
カ
産
生
食
用
ジ
ャ
ガ
イ

　

モ
の
輸
入
解
禁
に
反
対
す
る
意

　

見
書
（
案
）　
　

－

否
決－

○
殺
傷
能
力
を
有
す
る
武
器
輸
出

　

の
容
認
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　

（
案
）　
　
　
　

－

否
決－

○
高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
上
限

　

額
引
き
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る

　

意
見
書
（
案
）　

－

否
決－

○
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
定
数
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

★
原
案
（
石
川
邦
子
議
員
他
３
名

　

の
賛
成
議
員
に
よ
る
）

　
　

議
員
定
数
12
人
を
10
人
に
改

　

め
、
次
回
の
町
議
会
議
員
選
挙

　

（
一
般
選
挙
）
よ
り
適
用
す
る

　

も
の
。

★
修
正
案
（
板
垣
議
員
他
４
名
の

　

連
署
に
よ
る
修
正
動
議
）

　
　

原
案
の
議
員
定
数
10
名
を
11

　

名
に
修
正
す
る
も
の
。

　
　

結
果
：－

修
正
可
決－

※
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
修
正
案

　

の
と
お
り
。
施
行
期
日
に
つ
い

　

て
は
原
案
の
と
お
り
。

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
ほ
か
６

　

会
計
の
決
算
に
意
見
を
付
し
て

　

認
定

※
な
お
、
令
和
７
年
度
各
会
計
決

　

算
額
等
の
詳
細
は
広
報
と
う
や

　

こ
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

報　
　
　
　

告

令
和
８
年

９
月
会
議

令
和
８
年

７
月
会
議

【
主
な
議
案
の
審
議
内
容
】

【
主
な
議
案
の
審
議
内
容
】

補　

正　

予　

算

工
事
請
負
契
約
の
変
更

補　

正　

予　

算

条
例
改
正(

議
員
発
議)

決 

算 

認 

定

意　
　

見　
　

書



　
　

八
月
、
レ
ベ
ル
３
の
大
雨
警

　
　

報
、
レ
ベ
ル
４
の
土
砂
災
害

危
険
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

レ
ベ
ル
４
の
土
砂
災
害
危
険

　
　

警
報
の
対
応
に
は
、
町
内
の

一
部
の
地
域
に
土
砂
災
害
の
発
生

が
想
定
さ
れ
る
と
の
判
断
か
ら
、

対
象
地
域
の
該
当
施
設
へ
避
難
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
今
回
の
大
雨
に
限
ら

ず
確
実
に
安
全
な
場
所
は
な
い
と

い
う
状
況
に
お
い
て
、
住
民
の

方
々
が
い
か
に
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
で
す
。

　
　

今
回
の
豪
雨
に
お
け
る
町
道

　
　

の
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
治
水
、

排
水
状
況
の
把
握
と
、
今
後
の
対

応
ま
た
、
内
水
氾
濫
や
浸
水
災
害

を
含
め
、
重
要
な
対
策
と
し
て
河

川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
の
実
施
状
況
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

八
月
の
大
雨
に
よ
り
マ
ン
ホ

　
　

ー
ル
の
蓋
が
一
ヶ
所
は
ず
れ

る
事
象
が
発
生
さ
れ
蓋
を
再
度
固

定
を
し
ま
し
た
。
河
川
の
し
ゅ
ん

せ
つ
に
関
し
て
は
、
必
要
な
対
策

を
適
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
が
管
理
す
る
河
川
に

お
い
て
は
、
し
ゅ
ん
せ
つ
、
管
理

不
全
に
よ
っ
て
氾
濫
の
危
険
の
あ

る
河
川
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
適
切
な
河
川
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
方
や
一
人
で
避
難

　
　

が
難
し
い
方
の
現
状
を
知
る

た
め
に
も
、
行
政
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
自
治
会
毎
の
避
難
訓
練
を

行
っ
て
は
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

考
え
は
。

　
　

個
々
の
自
治
会
に
お
い
て
実

　
　

施
を
す
る
場
合
に
は
、
防
災

職
員
が
出
向
く
な
ど
し
て
側
面
か

ら
支
援
を
し
て
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
幅

　
　

広
い
知
恵
を
結
集
し
た
防
災

会
議
の
開
催
が
大
事
で
あ
り
ま
す

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

今
後
の
先
進
事
例
を
参
考
に

　
　

し
ま
し
て
、
将
来
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
な
段
階
に
お

き
ま
し
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　

と
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
市

町
村
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る

課
題
と
実
施
に
た
い
し
て
町
の
考

え
を
伺
う
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　

に
つ
い
て
は
、
子
供
を
対
象

に
し
た
予
防
接
種
は
、
接
種
年
齢

が
高
く
な
る
に
と
も
な
い
接
種
率

が
低
く
な
る
傾
向
で
す
。
子
宮
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
が
ん
検
診

推
進
事
業
を
通
じ
て
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
率
が
低
く
、
若
い
世
代
や
新

規
の
希
望
者
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

な
か
な
か
困
難
な
状
況
で
す
。

　
　

若
い
人
の
命
を
守
る
大
事
な

　
　

予
防
接
種
の
取
組
み
で
あ
る

子
宮
頸
が
ん
の
取
組
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
と
し
て
受
診
し
や
す
い
環

　
　

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
若
い
世
代
を
中
心
に
ま
だ
十

分
に
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す

　

受
診
率
向
上
に
む
け
、
検
診
や

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
必
要
性
、
副

反
応
を
含
め
た
正
し
い
情
報
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
、
一
人
一
人
が

納
得
し
て
行
動
に
つ
な
げ
る
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

子供・高齢者の命を守る対策を子供・高齢者の命を守る対策を

防
災
対
策
に
つ
い
て

健
康
診
断
と
予
防
接
種
の

推
進
に
つ
い
て



　
　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者 

　
　

に
と
っ
て
役
所
、
公
共
施
設

避
難
所
に
も
利
用
さ
れ
る
学
校
な

ど
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
重
要
で
す
。
段
差

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、
現
状
の

把
握
を
伺
う
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
機
能
ト

　
　

イ
レ
な
ど
、
一
部
の
施
設
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

公
共
施
設
の
新
設
、
整
備
、

　
　

改
修
の
際
、
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
の
声
を
設
計
段
階
に
取
り

入
れ
る
考
え
を
伺
う
。

　
　

新
し
く
物
を
つ
く
る
時
に
は

　
　

障
が
い
の
障
壁
を
な
く
す
施

設
を
目
指
し
て
、
町
と
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　

内
閣
府
の
世
論
調
査
の
高
齢

　
　

者
に
必
要
な
配
慮
に
、
歩
道

幅
を
広
げ
、
段
差
や
傾
を
解
消
し

ベ
ン
チ
の
設
置
で
休
息
で
き
る
歩

道
の
整
備
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
縁
石
か
ら
の
上
が
り
下
り
は

買
物
カ
ー
ト
の
利
用
者
に
は
危
険

が
伴
い
ま
す
。
危
険
個
所
の
把
握

と
改
善
を
伺
う
。

　
　

職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路

　
　

維
持
作
業
時
等
に
把
握
し
、

車
道
と
歩
道
の
段
差
が
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
町
道
の
改
修
に
合

わ
せ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

　　
　

移
動
が
難
し
い
方
々
へ
の
支

　
　

援
は
、
行
き
た
い
時
に
、
行

き
た
い
所
へ
行
け
る
状
態
に
少
し

で
も
近
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

移
動
が
難
し
い
方
々
の
把
握
と
、

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
す
る
改
善

策
を
伺
う
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者

　
　

の
移
動
手
段
確
保
は
重
要
な

課
題
で
す
。
個
々
の
相
談
を
通
じ

状
況
把
握
に
努
め
る
も
、
一
方
で

支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
方
も
お
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
利
用

拡
大
も
含
め
、
既
在
の
公
共
交
通

や
福
祉
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
組
合
せ
を
し
な
が
ら
、
よ
り
使

い
や
す
く
、
実
際
の
暮
ら
し
に
あ

っ
た
移
動
支
援
の
あ
り
か
た
を
検

討
し
ま
す
。

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

　
　

が
、
何
に
困
り
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
求
め
て
い
る
の
か
の
把

握
と
改
善
を
伺
う
。

　
　

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
中

　
　

で
す
が
、
３
年
前
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
課
題
と
し
て
、
地
域

で
集
ま
る
場
所
が
少
な
い
と
か
、

移
送
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
地
域
の
集
い
に
関
し
、
昨
年

度
か
ら
ひ
ま
わ
り
団
地
集
会
所
を

活
用
し
た
事
業
を
開
始
。
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
　

周
知
の
あ
り
か
た
で
、
ど
ん

　
　

な
に
立
派
な
制
度
が
あ
っ
て

も
必
要
な
人
に
届
か
な
け
れ
ば
何

も
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
支
援
制

度
は
、
利
用
す
る
人
が
申
請
す
る

こ
と
が
前
提
の
も
の
が
多
く
、
支

援
が
届
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る

支
援
の
必
要
な
人
に
必
要
な
制
度

を
よ
り
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
の

強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

や
は
り
ど
れ
だ
け
制
度
や
サ

　
　

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
も
、

必
要
と
す
る
方
に
情
報
が
届
け
ら

れ
な
け
れ
ば
支
援
に
つ
な
が
ら
な

い
。
デ
ジ
タ
ル
だ
け
に
頼
る
こ
と

な
く
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ラ
イ
ン
に
加
え
、
自
治
会
・
民
生

委
員
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
通
じ
た
顔
の
み
え
る
情
報

提
供
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な
情

報
が
確
実
に
届
く
こ
と
を
基
本
に

分
か
り
や
す
さ
と
伝
わ
り
や
す
さ

を
意
識
し
な
が
ら
、
周
知
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

者
に
と
っ
て
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
つ
い
て

誰もが住みよい町づくり誰もが住みよい町づくり

今　野　幸　子  ( 日本共産党 )



　
　

洞
爺
湖
町
で
初
め
て
の
レ
ベ

　
　

ル
４
の
土
砂
災
害
危
険
警
報

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
明

ら
か
に
な
っ
た
災
害
対
策
の
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
回
の
大
雨
も
そ
う
で
す
が

　
　

確
実
に
安
全
な
場
所
が
な
い

状
況
に
お
い
て
、
住
民
の
方
々
の

安
全
を
い
か
に
確
保
で
き
る
の
か

が
災
害
全
般
に
対
し
て
の
課
題
で

す
。

　
　

防
災
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

　
　

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

想
定
外
の
７
月
と
８
月
は
短

　
　

時
間
と
い
う
こ
と
が
あ
り
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
通
知
は
し
な
か
っ
た
が

も
し
同
じ
事
例
が
あ
れ
ば
「
皆
さ

ん
こ
う
い
う
状
況
な
の
で
気
を
付

け
く
だ
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
で
き
る
か
と
思
う
の
で
、
そ

こ
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

避
難
所
環
境
の
課
題
に
つ
い

　
　

て
伺
う
。
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
計
画
を
進
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
普
通
教
室
も

避
難
所
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　

避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
に

　
　

お
い
て
、
教
育
委
員
会
、
学

校
の
現
場
の
方
々
と
連
携
し
、
使

用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
状
況

を
踏
ま
え
た
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

男
女
共
同
参
画
（
ジ
ェ
ン
ダ

　
　

ー
平
等
）
の
視
点
で
の
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

１
点
目
は
、
避
難
所
運
営
へ

　
　

の
女
性
の
意
見
の
反
映
と
し

て
、
運
営
方
針
を
決
め
る
会
議
等

が
あ
り
、
女
性
が
参
画
で
き
る
体

制
を
初
動
か
ら
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
防
災
会
議
に
お
い
て

避
難
所
現
場
の
運
営
に
男
女
平
等

の
視
点
に
よ
る
観
点
か
ら
も
意
見

を
と
れ
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
男
女
は
も
と
よ
り
、
高

齢
者
、
子
育
て
世
代
な
ど
多
様
な

方
々
の
意
見
の
反
映
が
必
要
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
避
難
所

生
活
に
必
要
な
女
性
へ
の
配
慮
は

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
配
慮
等
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
、
防

犯
、
暴
力
の
防
止
対
策
と
し
て
、

犯
罪
を
抑
止
す
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
な
ど
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

町
営
住
宅
入
居
申
し
込
み
の

　
　

際
に
、
連
帯
保
証
人
関
係
の

書
類
提
出
が
必
要
だ
が
、
こ
の
制

度
を
な
く
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

　
　

現
在
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低

　
　

所
得
者
に
対
す
る
住
宅
を
提

供
す
る
と
い
う
目
的
を
考
え
て
も

連
帯
保
証
人
制
度
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
廃
止
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

入
居
者
の
退
去
等
に
よ
り
、

　
　

共
益
費
の
負
担
割
合
が
増
加

し
た
住
宅
の
入
居
者
に
対
し
て
、

町
と
し
て
助
成
金
な
ど
を
出
す
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

入
居
率
ま
た
は
他
に
な
い
施

　
　

設
で
高
額
な
維
持
管
理
を
強

い
ら
れ
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
も
含
め
て
、
現
在

既
に
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

洞爺湖町の

           防災力向上に向けて

洞
爺
湖
町
の
防
災
力
向
上

に
向
け
て

洞爺湖町の

           防災力向上に向けて

住
宅
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
町
営
住
宅
の

あ
り
方
に
つ
い
て



　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
等
の  

　
　

誘
致
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

　
　

避
暑
地
で
あ
り
ま
す
北
海
道

　
　

へ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の

拠
点
を
求
め
る
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
町

が
持
つ
豊
か
な
自
然
環
境
と
比
較

的
冷
涼
な
気
候
は
大
き
な
強
み
で

あ
り
夏
季
の
ス
ポ
ー
ツ
需
要
を
取

り
込
む
好
機
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
機
会
を
捉
え
て
、
当
町

　
　

と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

地
域
振
興
や
観
光
地
域
づ
く

　
　

り
の
全
国
的
な
潮
流
を
見
ま

し
て
も
、
民
間
主
導
、
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
機

動
力
そ
し
て
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
地
域
主
体
の
枠
組
み
作

り
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
合
宿
受

け
入
れ
に
関
す
る
機
運
が
高
ま
り

連
携
組
織
づ
く
り
の
声
が
民
間
か

ら
上
が
っ
て
き
た
段
階
に
お
き
ま

し
て
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
い
、
協
力
が
で
き
る
か

協
議
を
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
策

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で

　
　

き
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く

べ
き
か
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は

　
　

社
会
教
育
中
期
計
画
に
お
い

　
　

て
も
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
世
代
の
方
や
親
子
が
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
や
、
誰
も
が
平
等
に

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
環

境
整
備
を
基
本
方
向
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
に
も
お
応
え
し
な
が
ら
、
自
分

に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
出
会
え
る

多
様
な
機
会
の
創
出
と
積
極
的
な

参
加
促
進
を
図
る
た
め
の
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

　
　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ア

　
　

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

に
つ
い
て
は
。

　
　

地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

　
　

活
か
し
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
も
含
め
て
、
全
て
の
町

民
の
皆
様
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
を
継
続
、
実
施
で
き
る
よ
う

洞
爺
湖
町
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
な
ど
の
関
係
機
関
の
皆

様
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ

の
場
づ
く
り
を
含
め
た
環
境
整
備

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
に

つ
い
て

スポーツの力で地域を豊かに！スポーツの力で地域を豊かに！

　議会だよりは、スペースの都合から質問・答弁の全文を掲載することができな
いため内容を要約して載せています。詳しくお知りになりたい方は、あぶた読書
の家、洞爺総合センターに会議録がおいてありますので、どうぞご覧下さい。
　また、インターネットで議会中継も行っていますので、洞爺湖町議会ホームペ
ージからご覧下さい。　　

質問などは要約されています

お問い合わせ　議会事務局　℡０１４２－７４－３０１１

質問などは要約されています



　
　

訪
日
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ

　
　

る
事
故
が
道
内
で
増
加
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い

て
レ
ン
タ
カ
ー
に
絡
む
事
故
の
状

況
に
つ
い
て
。

　
　

人
身
事
故
の
発
生
状
況
は
、

　
　

令
和
６
年
度
に
12
件
で
１
件

が
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
で
す
、
令
和
7
年
度
は
６
件
で

外
国
人
に
よ
る
事
故
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

レ
ン
タ
カ
ー
の
利
用
に
際
し

　
　

て
は
、
日
本
の
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
し
て
い
る
と
思
う
が
、
標

識
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
か
、
自
治
体
と
し
て
協
力
で
き

な
い
も
の
か
。

　
　

事
故
が
発
生
し
た
交
差
点
に

　
　

は
、
当
町
の
交
通
安
全
対
策

の
一
環
と
し
て
多
言
語
の
注
意
喚

起
の
看
板
に
夜
間
で
も
分
か
る
よ

う
な
形
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
伊
達
警
察
署
に
お
い
て
も

「
止
ま
れ　

S
T
O
P
」
の
標
識

に
付
け
替
え
る
対
応
を
し
て
い
ま

す
。

　
　

洞
爺
地
区
と
温
泉
地
区
を
結

　
　

ぶ
湖
畔
線
は
道
路
幅
が
狭
く

ほ
と
ん
ど
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
。
す
れ
違
い
ざ
ま
に
危

険
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
治
体
と
し
て
何
か
い
い
方

法
は
な
い
か
。

　
　

北
海
道
に
対
し
、
道
路
拡
幅

　
　

と
線
形
改
良
の
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
状
の
交
通
安
全
対

策
と
し
て
、
何
が
で
き
る
の
か
、

過
去
の
事
例
を
含
め
て
道
と
協
議

を
し
、
必
要
に
応
じ
て
町
と
し
て

現
状
の
改
善
の
要
望
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

こ
の
夏
、
湖
で
楽
し
む
観
光

　
　

客
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
事

故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
定

の
ル
ー
ル
化
や
危
険
性
の
周
知
な

ど
の
措
置
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

洞
爺
湖
適
正
利
用
推
進
連
絡

　
　

協
議
会
で
利
用
ル
ー
ル
＆
マ

ナ
ー
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
繁
忙
期
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、
ま
た
、
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
ル
ー
ル
の
普
及
活
動

を
行
っ
て
、
洞
爺
湖
を
利
用
さ
れ

る
方
々
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

社
会
教
育
奨
励
事
業
で
地
域

　
　

未
来
塾
と
I
C
T
遠
隔
教
育

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
目

的
と
内
容
に
つ
い
て
。

　
　

地
域
未
来
塾
は
学
習
習
慣
の

　
　

確
立
と
基
礎
学
力
の
定
着
を

目
的
と
し
、
６
月
か
ら
２
月
ま
で

の
期
間
で
週
１
回
、
虻
田
地
区
、

洞
爺
地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

I
C
T
遠
隔
教
育
事
業
は
中
学
３

年
生
を
対
象
に
、
高
校
受
験
対
策

を
主
目
的
と
し
、
現
役
東
大
生
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

希
望
者
に
限
定
し
た
取
組
み

　
　

で
す
が
、
学
力
増
進
を
第
一

目
的
と
す
る
よ
う
保
護
者
か
ら
の

要
望
は
な
い
か
。

　
　

令
和
７
年
度
の
児
童
生
徒
へ

　
　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て
は
、
満
足

度
が
１
０
０
％
で
学
習
意
欲
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

中
学
３
年
生
か
ら
は
、
数
学
・
英

語
へ
の
関
心
が
増
え
受
験
や
テ
ス

ト
に
役
に
立
っ
た
と
の
回
答
で
す

学
力
増
進
を
第
一
の
目
的
と
し
た

取
組
み
の
強
化
の
要
望
は
今
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
３
年
12
月
会
議
で
民
間

　
　

の
学
習
塾
の
活
用
を
考
え
て

は
と
、
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
が

再
度
、
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　

町
内
の
事
業
者
へ
の
影
響
や

　
　

実
施
に
係
る
費
用
対
効
果
、

保
護
者
や
生
徒
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
強
い
要

望
な
ど
が
な
い
状
況
か
ら
検
討
す

る
段
階
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

事故を起こさせない

　　　　　観光客に優しい町に

事故を起こさせない

　　　　　観光客に優しい町に

安
心
し
て
楽
し
く
過
せ
る

観
光
地
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て

都
市
と
の
教
育
格
差
の
課

題
解
決
に
つ
い
て



　
　

平
成
18
年
に
制
定
さ
れ
た
洞   

 

　

爺
湖
町
情
報
公
開
条
例
は
町

政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の

重
要
な
制
度
で
す
。
過
去
５
年
間

に
お
け
る
公
開
請
求
の
件
数
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

　
　

度
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
は
公
開
が
４
件
、
一

部
公
開
が
３
件
、
令
和
４
年
度
は

公
開
が
６
件
、
一
部
公
開
が
２
件

非
公
開
が
１
件
、
不
存
在
が
２
件

令
和
５
年
度
は
公
開
が
12
件
、
令

和
６
年
度
は
公
開
が
４
件
、
不
存

在
が
１
件
、
令
和
７
年
度
は
公
開

が
８
件
、
一
部
公
開
が
１
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　

１
件
の
コ
ピ
ー
の
枚
数
な
ど

　
　

処
理
件
数
の
多
い
も
の
で
ど

の
程
度
な
の
か
伺
う
。

　
　

過
去
に
は
１
件
で
１
０
０
０

　
　

枚
を
超
え
る
開
示
請
求
が
あ

り
、
２
０
０
０
ペ
ー
ジ
以
上
に
及

ぶ
コ
ピ
ー
を
し
、
開
示
で
き
な
い

部
分
を
黒
塗
り
対
応
を
す
る
な
ど

職
員
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
　

改
善
す
べ
き
今
後
の
具
体
的

　
　

な
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

①
特
定
の
請
求
者
に
よ
る
連

　
　

続
的
な
請
求
や
対
象
文
書
が

膨
大
な
案
件
の
増
加
、
公
開
決
定

後
に
閲
覧
に
来
な
い
な
ど
、
目
的

が
不
透
明
な
ケ
ー
ス
の
対
応
。
②

情
報
公
開
に
多
く
の
業
務
時
間
を

割
か
れ
る
な
ど
、
他
の
重
要
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
③
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
し

た
過
度
な
請
求
へ
の
対
応
。

　
　

札
幌
市
で
は
、
市
が
著
し
く

　
　

不
適
切
と
判
断
し
た
場
合
開

示
請
求
を
拒
否
で
き
る
よ
う
条
例

を
10
月
に
改
正
す
る
と
し
て
い
る

当
町
に
お
い
て
も
、
今
後
不
適
切

な
事
例
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て

制
度
の
改
正
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

町
民
の
正
当
な
情
報
公
開
請

　
　

求
権
を
保
障
す
る
一
方
で
、

制
度
本
来
の
趣
旨
を
著
し
く
逸
脱

し
、
行
政
運
営
に
重
大
な
支
障
を

及
ぼ
す
請
求
に
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
条
例
へ
の
規
定
整
備
や

運
用
基
準
、
要
綱
の
制
定
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
検
討
を
視
野
に
入

れ
て
早
急
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
　

法
改
正
に
お
い
て
義
務
化
さ

　
　

れ
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関

　
　

す
る
指
針
に
よ
り
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
作
成
、
職
員
へ
の
周
知
、

苦
情
や
相
談
を
受
け
る
体
制
の
整

備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

10
月
か
ら
法
的
に
義
務
化
と

　
　

な
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
。

　
　

義
務
化
の
内
容
に
つ
い
て
は

　
　

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
①
カ
ス
ハ
ラ

に
は
毅
然
と
し
た
対
応
し
、
労
働

者
を
保
護
す
る
こ
と
。
②
相
談
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
。
③
事
実
確

認
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認
し
再

発
防
止
に
向
け
措
置
を
す
る
こ
と

④
特
に
悪
質
と
考
え
ら
れ
る
カ
ス

ハ
ラ
に
対
処
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
　

洞
爺
湖
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

　
　

止
条
例
制
定
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
様

　
　

々
な
制
度
設
計
が
必
要
で
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
検
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
基
本
方
針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
を
進
め
、
職
員
が
安
心
し

て
職
務
に
専
念
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

ハラスメントのない職場環境の

                     整備について

ハラスメントのない職場環境の

                     整備について



　
　

当
町
に
お
け
る
空
き
家
の
把

　
　

握
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

昨
年
実
態
調
査
を
実
施
し
て

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

よ
り
空
き
家
と
認
定
さ
れ
る
建
物

は
３
４
２
件
で
す
。

　
　

空
き
家
所
有
者
か
ら
、
解
体

　
　

後
の
固
定
資
産
税
が
増
え
る

こ
と
を
理
由
に
除
去
を
た
め
ら
う

旨
の
相
談
を
受
け
た
事
が
あ
る
か

又
、
除
去
を
妨
げ
る
主
な
要
因
は

何
か
伺
う
。

　
　

昨
年
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

　
　

施
し
て
お
り
、
解
体
せ
ず
放

置
す
る
理
由
を
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
回
答
は
、
解
体
費
用
を

掛
け
た
く
な
い
、
取
り
壊
す
と
固

定
資
産
税
が
高
く
な
る
と
い
う
結

果
が
で
て
お
り
、
解
体
を
た
め
ら

う
一
つ
の
要
因
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
又
、
解
体
が
進
ま
な
い
三
つ

の
壁
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す

一
、
解
体
の
費
用
。
二
、
費
用
の

捻
出
及
び
、
解
体
後
の
固
定
資
産

税
が
上
が
る
こ
と
。
三
、
所
有
者

が
遠
方
に
い
る
等
で
す
。

　
　

住
宅
用
地
特
例
を
最
長
10
年

　
　

間
解
除
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
住

宅
用
地
特
例
を
運
用
す
れ
ば
所
有

者
は
安
心
し
て
取
り
壊
し
出
来
る

又
、
跡
地
活
用
推
進
型
の
制
度
を

創
設
し
、
町
税
条
例
を
検
討
す
る

の
は
ど
う
か
。
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　

住
宅
用
地
特
例
が
解
除
さ
れ

　
　

固
定
資
産
税
の
増
加
分
を
一

定
期
間
減
免
す
る
制
度
、
跡
地
活

用
推
進
型
も
重
要
な
視
点
だ
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
先

進
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
、
既
存

の
住
宅
取
得
支
援
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
支
援
な
ど
も
組
合
せ
て

今
年
度
策
定
さ
れ
る
第
三
次
洞
爺

湖
町
空
き
家
等
対
策
計
画
の
中
で

町
税
条
例
の
改
正
の
必
要
性
も
含

め
て
、
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

人
口
減
少
対
策
の
中
で
雇
用

　
　

創
出
を
ど
の
程
度
中
心
的
な

政
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

雇
用
創
出
は
極
め
て
重
要
な

　
　

政
策
で
単
に
経
済
的
な
側
面

だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
持
続

可
能
性
と
活
力
を
維
持
す
る
た
め

の
根
幹
を
な
す
政
策
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
で
は
、
企
業
誘
致

や
新
た
な
出
店
を
促
す
魅
力
あ
る

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
基
本
的
方

向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
町
づ
く

り
総
合
計
画
に
お
い
て
は
定
住
の

基
礎
と
な
る
雇
用
環
境
、
雇
用
対

策
を
中
心
的
政
策
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
　

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
移
住

　
　

者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

補
助
金
の
活
用
は
あ
る
の
か
伺
う

　
　

雇
用
創
出
に
お
け
る
補
助
金

　
　

の
活
用
や
移
住
者
支
援
は
、

持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
上
で
非

常
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
雇
用
創
出
や
移
住

・
定
住
・
起
業
に
つ
な
が
る
支
援

と
し
て
、
タ
イ
ミ
ー
の
定
着
又
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
企

業
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

タ
イ
ミ
ー
は
隙
間
時
間
を
中

　
　

心
と
し
た
労
働
力
だ
が
タ
イ

ミ
ー
の
定
着
は
進
ん
で
い
る
の
か

確
認
し
た
い
。

　
　

二
か
年
で
募
集
人
員
が
１
万

　
　

１
千
人
を
超
え
て
お
り
、
稼

働
人
数
も
９
千
人
を
超
え
て
い
て

中
に
は
正
職
員
に
な
っ
た
事
業
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

空き家をなくして

　　豊かな洞爺湖町を創ろう

空き家をなくして

　　豊かな洞爺湖町を創ろう

空
き
家
の
除
去
・
跡
地
活

用
を
促
す
固
定
資
産
税
の

減
免
等
に
つ
い
て

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

雇
用
創
出
を
軸
と
し
た
洞

爺
湖
町
の
戦
略
に
つ
い
て



　
　

第
2
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く

　
　

り
総
合
計
画
は
２
０
２
６
年

度
で
10
ヵ
年
の
期
間
終
了
と
な
る

基
本
構
想
・
基
本
計
画
は
将
来
像

を
定
め
、
実
現
の
た
め
各
分
野
の

現
況
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
施
策
、
事
業
を
展
開
し
て
き

た
昨
今
で
あ
る
が
、
第
3
期
洞
爺

湖
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
策

定
に
当
っ
て
は
し
っ
か
り
と
検
証

を
行
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
財

政
状
況
の
現
況
課
題
を
問
う
。
２

０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２
６
年
度

の
中
で
重
要
課
題
と
し
て
財
政
の

健
全
化
計
画
を
策
定
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
町
財
政

の
早
期
健
全
化
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
構
築
が
重
要
課
題
と
し

て
財
政
運
営
を
し
て
い
る
。
令
和

７
年
度
基
金
残
高
は
約
４
億
円
増

に
な
っ
た
が
。

　
　

財
政
指
標
に
つ
き
ま
し
て
は

　
　

計
画
的
な
債
務
の
償
還
等
に

努
め
た
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率

９
・
４
％
、
将
来
負
担
比
率
は
初

め
て
発
生
せ
ず
、
現
時
点
で
の
財

政
の
健
全
性
は
一
定
程
度
確
保
さ

れ
た
が
有
珠
山
噴
火
災
害
へ
の
備

え
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
解
体
・

撤
去
、
三
豊
の
配
水
池
の
更
新
事

業
等
財
政
需
要
が
控
え
て
お
り
、

決
し
て
余
剰
財
源
が
生
じ
た
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
、
プ

　
　

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
若
者
・
子
供
達
に
借
金
を
押

し
つ
け
る
よ
う
な
財
政
運
営
は
避

け
る
べ
き
、
決
意
の
一
端
は
。

　
　

現
在
の
数
値
だ
け
で
財
政
に

　
　

余
裕
が
あ
る
と
一
切
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
大
規
模
な
財
政
需

要
で
集
中
す
る
時
期
を
迎
え
て
い

る
。
子
供
た
ち
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
、
必
要
な
事
業
に
は
投
資

す
る
。
一
方
で
将
来
負
担
を
見
極

め
て
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
て
い

く
覚
悟
で
す
。

　
　

第
2
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く

　
　

り
総
合
計
画
の
10
年
間
の
総

括
・
検
証
と
第
3
期
洞
爺
湖
町
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
基
本
構
想

・
基
本
計
画
の
策
定
は
。

　
　

令
和
８
年
度
が
最
終
年
度
で

　
　

成
果
と
検
証
・
課
題
の
洗
い

出
し
が
重
要
で
庁
舎
内
で
検
証
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り

審
議
会
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
第

3
期
計
画
に
向
け
て
基
本
構
想
・

施
策
の
体
系
等
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　　
　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
一
人

　
　

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
成
熟
し
た
共
生
社
会

実
現
に
向
け
洞
爺
湖
町
の
対
策
・

支
援
策
に
つ
い
て
は
。
ま
た
２
０

２
５
年
昨
年
は
団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
迎
え
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
洞
爺
湖
町
の
高
齢
化
率
は

　
　

令
和
８
年
７
月
末
現
在
、
高

　
　

齢
者
人
口
３
３
２
９
人
で
高

齢
化
率
43
・
５
％
で
す
。

　
　

総
世
帯
数
４
７
２
１
世
帯
の

　
　

う
ち
、
独
居
高
齢
者
世
帯
数

と
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
、
生
活

支
援
は
。

　
　

独
居
の
高
齢
者
世
帯
数
８
７

　
　

８
世
帯
。
洞
爺
湖
町
で
は
医

療
・
介
護
の
連
携
は
平
成
26
年
度

か
ら
協
議
会
設
置
、
実
務
者
の
地

域
支
援
の
熱
心
な
声
が
あ
り
、
普

及
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
生
活
支
援
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
議
体
を
活
用
。
災
害

時
、
公
共
交
通
等
の
身
近
な
話
題

も
含
め
ご
意
見
を
い
た
だ
き
協
議

・
連
携
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

第
2
期
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
終
了
に
伴

う
現
況
課
題
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ

い
て

弱者にやさしい

　　　　　　　福祉行政前進

弱者にやさしい

　　　　　　　福祉行政前進



総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

●
調
査
日

　

令
和
８
年
７
月
７
日
（
火
）

●
調
査
事
項
１

　

統
合
後
の
虻
田
小
学
校
・
虻
田

中
学
校
の
現
況
に
つ
い
て

●
調
査
結
果

　

統
合
後
、
最
初
の
学
期
末
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
子
供
た
ち
の
学

校
生
活
の
現
状
や
統
合
に
よ
る
学

校
側
で
の
課
題
等
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
小
学
校
に
お

い
て
は
、
中
学
生
と
の
登
校
が
重

な
り
安
心
・
安
全
の
一
助
と
な
っ

て
お
り
、
学
校
内
で
の
様
子
に
つ

い
て
も
落
ち
着
い
た
中
学
生
を
見

習
っ
て
過
ご
せ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
令
和
10
年
の
義
務
教
育

学
校
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
３
校
で
組
織
を

立
ち
上
げ
、
開
校
ま
で
に
課
題
の

洗
い
出
し
や
共
有
を
図
り
、
具
体

化
に
む
け
た
協
議
を
進
め
ら
れ
て

お
り
、
温
泉
小
学
校
の
児
童
を
迎

え
入
れ
る
た
め
、
先
を
見
据
え
た

「
小
小
連
携
」
に
よ
る
児
童
や
教

職
員
の
交
流
等
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
学
校
に
お
い
て
は
小
学

校
施
設
へ
の
移
転
に
伴
い
、
設
備

的
な
課
題
等
を
中
心
に
伺
い
ま
し

た
。
特
別
教
室
全
般
に
共
通
し
て

Ｗ
I

-

Ｆ
Ｉ
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。
特
別
教
室
の
調

理
台
や
机
、
手
洗
い
場
が
小
学
生

サ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
。
楽
器
の
保

管
庫
や
美
術
室
兼
技
術
室
等
の
機

材
置
場
の
不
足
。
ま
た
体
育
館
で

は
換
気
口
が
な
く
熱
中
症
対
策
に

不
安
が
あ
る
こ
と
。
格
技
室
の
不

足
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
小
学

生
用
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ

や
手
洗
い
場
に
お
い
て
も
、
絶
対

数
が
不
足
し
て
い
る
と
の
指
摘
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
中
間
の
行
事

や
部
活
動
等
で
の
施
設
利
用
に
つ

い
て
は
、
お
互
い
に
連
携
し
工
夫

を
し
な
が
ら
対
応
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以
上
、
学

校
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
対
象
と

な
る
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
現
状

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
校
長
先
生
や
教
頭
先
生
を
は

じ
め
、
教
諭
の
工
夫
に
よ
り
対
応

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
特
に

授
業
に
直
結
す
る
課
題
（
Ｗ
Ｉ

-

Ｆ
Ｉ
環
境
の
整
備
等
）
に
つ
い

て
は
早
期
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
令
和
10
年
４
月
の
義

務
教
育
学
校
の
開
校
ま
で
に
、
費

用
も
考
慮
し
な
が
ら
優
先
順
位
を

つ
け
て
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
く

町
及
び
教
育
委
員
会
へ
要
望
い
た

し
ま
す
。

●
調
査
事
項
２

　

虻
田
給
食
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て　

●
調
査
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年

11
月
「
洞
爺
湖
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
虻

田
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

学
校
給
食
に
係
る
業
務
委
託
に
つ

い
て
、
町
長
か
ら
伊
達
市
長
に
正

式
に
依
頼
し
、
そ
の
後
三
者
協
議

（
両
教
育
委
員
会
及
び
伊
達
市
委

託
事
業
者
）
を
行
い
、
受
託
対
応

可
能
で
あ
る
旨
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
実
務
調
整
（
栄
養
教
諭
間
の
打

合
せ
・
指
定
物
資
等
の
購
入
等
）

を
進
め
な
が
ら
、
一
食
当
た
り
の

給
食
費
の
差
額
調
整
、
配
送
業
者

の
選
定
、
調
理
員
の
再
雇
用
等
の

検
討
を
行
っ
た
後
、
伊
達
市
と
の

協
議
を
経
て
予
算
化
と
な
り
ま
す

が
、
次
年
度
以
降
の
給
食
費
無
償

化
の
検
討
を
含
め
、
保
護
者
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
ス
ム
ー

ズ
な
業
務
委
託
へ
の
移
行
に
向
け

て
尽
力
さ
れ
た
い
。

●
調
査
日

　

令
和
８
年
７
月
17
日
（
金
）

●
調
査
事
項

　

コ
ス
モ
ス
団
地
改
修
工
事
に
つ

い
て

●
調
査
結
果

　

コ
ス
モ
ス
団
地
３
号
棟
改
修
工

事
の
工
期
は
、
令
和
8
年
6
月
24

日
か
ら
12
月
11
日
と
な
っ
て
お
り

夏
場
に
足
場
を
組
み
建
築
養
生
シ

ー
ト
を
張
る
工
程
で
、
そ
の
幕
の

影
響
に
伴
う
暑
さ
対
策
と
し
て
、

外
壁
の
剥
離
作
業
が
終
わ
っ
た
時

点
（
お
盆
の
時
期
）
で
一
度
幕
を

外
し
、
次
の
塗
装
作
業
時
に
再
度

幕
を
張
り
直
す
な
ど
、
進
捗
状
況

を
随
時
確
認
し
進
め
て
行
く
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
度
に

実
施
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
団
地
１
号

棟
の
改
修
工
事
に
お
い
て
も
、
暑

さ
問
題
の
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に

聞
い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
し

っ
か
り
と
入
居
者
へ
の
説
明
を
行

う
こ
と
や
幕
張
り
の
期
間
を
最
低

限
に
す
る
等
、
入
居
者
に
配
慮
し

た
対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

経
済
常
任
委
員
会



◆
日　

時　

　

令
和
８
年
９
月
��
日
︵
木
︶

◆
場　

所　

　

旧
成
香
小
学
校
︑
洞
爺
給
食
セ
ン

タ
ー
︵
高
齢
者
生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー
︶
︑
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
︑

い
こ
い
の
家
︑
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

桜
ヶ
丘
保
育
所
︑
本
町
保
育
所
︑
本

町
３
区
集
会
所
︑
赤
川
集
会
所
︑
９

施
設
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
︒

議
会
の
動
き

令
和
８
年
11
月
10
日
発
行

編
集
・
発
行
／
洞
爺
湖
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

電
話
7
6-

2
1
2
1
・
直
通
７
４ - 

３
０
1
１  

印
刷  

文
栄
堂
印
刷

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　
紅
葉
が
少
し
ず
つ
進
み
心
が
癒
さ
れ
る
感
じ
が

す
る
日
々
で
あ
り
︑
季
節
も
進
み
秋
か
ら
冬
へ
と

寒
さ
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
︒

　

今
年
︑
洞
爺
湖
町
で
は
︑
７
月
��
日
︑
８
月
��

日
に
大
雨
警
報
等
が
発
表
さ
れ
︑
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
一
部
地
域
に
お
い
て
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
︒
こ
の
度
の
大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

こ
の
数
か
月
間
︑
全
国
各
地
に
大
雨
に
よ
る
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
議
会
に
お
き
ま

し
て
も
︑
引
き
続
き
︑
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め

防
災
︑
減
災
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

９
月
議
会
に
て
︑
議
員
定
数
見
直
し
に
よ
り
議

員
定
数
��
名
か
ら
１
名
削
減
さ
れ
議
員
定
数
��
名

に
決
ま
り
ま
し
た
︒
そ
れ
に
伴
い
︑
来
年
春
よ
り

議
員
定
数
��
名
に
て
改
選
と
な
り
ま
す
︒

　

今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
声
を
︑
さ
ら
に
行
政

に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
大
久
保
︶

公
共
施
設
等
実
地

調
査
に
つ
い
て

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
月

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

５
日　

茨
城
県
つ
く
ば
市
議
会
視
察
来
町

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

��
日
～
��
日

　
　
　
　

決
算
審
査
︵
監
査
委
員
︶

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

　

��
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

経
済
常
任
委
員
会

　

��
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

９
月

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

��
日
～
��
日　

　
　
　
　

令
和
８
年
９
月
会
議
︵
Ｐ
２
参
照
︶

　

��
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　

��
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

��
日　

全
員
協
議
会

　

��
日　

全
員
協
議
会

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

10
月

　

��
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　

��
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

��
日　

全
員
協
議
会

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　
　

胆
振
管
内
議
員
研
修
会

　

��
日
～
��
日

　
　
　
　

道
外
行
政
視
察︵
富
士
宮
市
・
箱
根
町
︶
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